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特集①　地域包括支援センター

一人ひとりに合わせた

介護予防

息 を吐く練習
　ストローを使ってコップの水に息を
吹き込むことで、自分がどれだけ息を
吐いているかを確認します。

　地域包括支援センターは、高齢者の相談窓口や介護予防の推進を
担うため、18年 4月に社会福祉協議会内に設置されました。
　窓口に寄せられる相談は増加の一途をたどり、もはや高齢化社会
を飛び越えて、高齢社会の到来を実感させます。
　こうした状況の中でも、高齢者のみなさんが、いきいきと自立し
た生活を送るための取り組みが「介護予防」です。
　今回は、同センターで実施している「介護予防」のプラン作成や
各種の教室を利用して、口腔の状態を改善した金澤勝さんを例に、
介護が必要な状態に陥らないための取り組みを紹介します。
問 い合わせ　地域包括支援センター（℡   893・6426）

金
澤
勝
さ
ん
の
場
合

（
79
歳
、倉
治
在
住
）

　

か
か
り
つ
け
の
病
院
で
基
本
健

康
診
査
を
受
け
た
と
き
、
基
本
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
結
果
か
ら
、
か

ん
だ
り
、
飲
ん
だ
り
す
る
こ
と
に

問
題
が
見
つ
か
り
、
特
定
高
齢
者

候
補
（
※
左
ペ
ー
ジ
下
）
と
し
て
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
か
む
力
や
飲

み
込
む
力
が
衰
え
て
、
栄
養
が
取

り
に
く
く
な
っ
た
り
、
む
せ
る
こ

と
で
肺
炎
に
な
っ
た
り
と
い
っ
た

状
態
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。そ
の

た
め
、
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
金
澤
さ

ん
に
、
介
護
予
防
講
座
を
受
講
す

る
よ
う
に
案
内
を
し
ま
し
た
。

思い切り息を吐いてくださ～い

口
腔
状
態
の
悪
化
を
予
防
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保

健
師
が
面
接
を
行
い
、
発
音
の
困

難
具
合
、
口
の
渇
き
な
ど
の
症
状

を
聞
き
取
り
、
金
澤
さ
ん
の
状
態

に
あ
わ
せ
た
介
護
予
防
プ
ラ
ン
を

作
成
し
ま
す
。

　

金
澤
さ
ん
と
歯
科
衛
生
士
、
保

健
師
と
で
プ
ラ
ン
を
確
認
。課
題

や
目
標
を
共
有
し
、
ど
の
よ
う
な

教
室
を
利
用
し
て
、
口
腔
の
状
態

を
改
善
し
て
い
く
か
具
体
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
す
。設
定

し
た
目
標
「
口
腔
状
態
の
悪
化
を

予
防
す
る
」
に
向
け
て
、
３
か
月

間
、
２
週
間
に
１
回
、ゆ
う
ゆ
う
セ

ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
教
室
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、「
え
ん
げ
（
飲
み
込

む
）
体
操
」
や
「
発
声
練
習
（
パ
タ

カ
ラ
訓
練
：
10
秒
間
に
パ
・
タ
・

カ
・
ラ
が
何
回
言
え
る
か
）」
な

ど
を
行
い
ま
す
。
そ
の
他
、
義
歯

の
手
入
れ
や
口
腔
内
の
清
掃
な
ど

も
個
別
に
歯
科
衛
生
士
が
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
ま
す
。

　

３
か
月
間
の
訓
練
の
結
果
、
言

葉
の
発
音
が
は
っ
き
り
と
す
る
よ

う
に
な
り
、ま
た
、息
も
長
く
続
く

と
い
う
成
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

11

223
　まずは、市や医療機関で行ってい
る基本健診とあわせて、生活機能評
価（65歳以上の人が対象）を受けて
ください。
　その結果を基に、介護予防が必要
な人に対して、包括支援センターか
ら、直接ご案内します。
　口腔状態の悪化を予防する以外に、
下記のような介護予防があります。

▽運動機能の向上

　 理学療法士や作業療法士が、楽し
く身体を動かす方法をアドバイス
します。

▽栄養状態の改善

　 管理栄養士が、低栄養状態を改善
するために、対象者に合わせた栄
養の取り方をアドバイスします。

※ 特定高齢者候補とは、健診などで
支援や介護が必要となる恐れが高
いと判断された 65 歳以上の介護
保険非該当者を指します。

口の中が渇くんです

タタタタタタタタ・・・

タタタタタタタタ・・・

11

 
本
人
と
一
緒
に

介
護
予
防
プ
ラ
ン
作
成

22
目
標
に
合
わ
せ

教
室
に
参
加
し
訓
練

状
態
の
変
化
を

評
価
す
る

■ 金澤さんに介護予防講座を受
講した感想を伺いました。

　「発音がしやすくなり、口の渇
きもましになりました。毎回、状
態が改善されていくのが実感で
き、教室に参加して良かったと思
います。これからは、自宅でも訓
練を続けようと思います」

安
心
安
全
な

暮
ら
し
の
サ
ー
ビ
ス

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
身
辺
に
異
常
を
感
じ
た

と
き
、
緊
急
ボ
タ
ン
で
ナ
ー
ス

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
と
会
話
で
き

る
「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
を

貸
与
し
て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー

（
℡  
８
９
３
・
６
４
２
６
）

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

（
４
月
か
ら
費
用
を
改
定
）

対 

象
・
費
用

▽ 

対
象
者
１　

①
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
独
居
世
帯
②
重

度
障
が
い
者
の
み
の
世
帯
③

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
で

２
人
あ
わ
せ
て
要
介
護
３
以

上
か
、
高
齢
者
と
重
度
障
が

い
者
の
世
帯
な
ど
＝
通
話
料

（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
料
含
む
）

▽ 

対
象
者
２　

高
齢
者
世
帯
で

対
象
者
１
か
ら
外
れ
る
世
帯

な
ど
＝
１
０
５
０
円
と
通
話

料（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
料
含
む
）

新
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
「
お
元
気

コ
ー
ル
」

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
、
月
に
２
度
、
保
健
師
や

看
護
師
が
、
利
用
者
の
安
否
や

健
康
状
態
の
確
認
を
し
ま
す
。

対 　

象　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

利
用
の
65
歳
以
上
の
独
居
世

帯
費　

用　

無
料

「口腔状態の悪化を予防する」
以外にも、一人ひとりに合わせ
た介護予防があります。
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特集②　さあ投票　選挙の主役は　あなたです

投
票
で
き
る
人

　

次
の
①
〜
③
を
満
た
し
て
い
る

人
は
、交
野
市
で
投
票
で
き
ま
す
。

登
録
の
要
件

① 

昭
和
62
年
４
月
９
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

② 

平
成
18
年
12
月
29
日
ま
で
に
交

野
市
へ
転
入
届
を
済
ま
せ
た
人

③ 

平
成
19
年
３
月
29
日
に
継
続
し

て
住
ん
で
い
る
人

大阪府議会議員選挙

　速　報

　投票速報と開票結果は、市のホームページ（http://
www.city.katano.osaka.jp/）でお知らせします。

▽投票速報　4月 8日（日）午前８時から 1時間ごと

▽開票結果　開票終了後

各
投
票
区
と
投
票
所
案
内
図

倉
治
１
・
７
、東
倉
治
、神
宮
寺

倉
治
２
〜
６
・
８
・
９

投票所で困ったときは係員に申し出てください

▽  投票所入場整理券を忘れたり、なくしたりしたとき

▽けがなどで字が書けないとき

▽点字投票をするとき

▽介助が必要なとき
　また、投票所には次のものを備えつけていますの
で、必要に応じて利用してください。

　 車いす・車いす記載台・老眼鏡・点字器・点字の
候補者名簿・筆談用ボード・拡大鏡

大事な投票、忘れずに！

※ 

最
近
、
府
内
の
市
町
村
間
で
転

居
し
た
人
は
、
投
票
の
と
き
に

転
入
先
の
市
区
町
村
長
が
発
行

す
る
「
引
き
続
き
大
阪
府
内
に

住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」

の
提
示
が
必
要
で
す
。

 

※ 

選
挙
期
間
中
に
20
歳
を
迎
え
る

人
は
、生
年
月
日
に
よ
っ
て
期
日

前
投
票
が
で
き
る
期
間
が
異
な

り
ま
す
。期
日
前
投
票
が
で
き

な
い
期
間
は
、
不
在
者
投
票
で

の
投
票
と
な
り
ま
す
。詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　大阪府議会議員選挙が 3月 30 日（金）に告示
され、4月 8日（日）に投票、即日開票します。
　各投票区と投票所は下記のとおりです。各家庭
に郵送される「投票所入場整理券」に記載の投票
所で投票してください。
問 い合わせ　選挙管理委員会（℡ 892・0121）

投票：4月8日（日）午前 7時～午後 8 時、各投票所

開票：4月8日（日）午後 9時～、いきいきランド交野
期日前投票：3月31日（土）～ 4月7日（土）午前 8時 30分～午後 8時、市役所1階玄関ホール
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投
票
で
き
な
い
人

▽ 
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
人

▽ 

投
票
時
に
府
外
へ
転
出
し
て
い

る
人

▽ 

18
年
12
月
30
日
以
降
に
他
の
都

道
府
県
か
ら
、
府
内
に
転
入
の

届
け
出
を
し
た
人
、
ま
た
は
、

そ
の
日
以
前
か
ら
住
ん
で
い
て

も
転
入
の
届
け
出
を
し
て
い
な

い
人

市
内
で
転
居
し
た
人

　

３
月
16
日
以
降
、
市
内
で
転
居

届
を
し
た
人
は
、
転
居
前
の
住
所

の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。投
票
所
は
入
場
整
理
券
に
記

載
し
て
い
ま
す
。

入
場
整
理
券
を
家
庭
に
郵
送

　

３
月
30
日
の
告
示
以
降
、
各
世

帯
主
名
で
投
票
所
入
場
整
理
券
を

郵
送
し
ま
す
。こ
の
整
理
券
は
４

人
分
を
１
組
に
し
て
作
成
し
て
い

ま
す
。
投
票
す
る
と
き
は
、
本
人

分
を
切
り
離
し
て
投
票
所
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

有
権
者
が
５
人
以
上
い
る
世
帯

に
は
、
２
通
以
上
の
封
筒
に
分

か
れ
て
届
き
ま
す
。

※ 
投
票
所
入
場
整
理
券
を
な
く
し

た
場
合
で
も
、
投
票
で
き
ま
す

の
で
、
投
票
所
で
係
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

無
効
に
な
る
投
票

　

せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
、
記
載

さ
れ
て
い
る
内
容
に
よ
り
無
効
投

票
に
な
り
ま
す
。投
票
す
る
候
補

者
氏
名
な
ど
を
は
っ
き
り
書
い
て

く
だ
さ
い
。

　

次
の
よ
う
な
も
の
は
、
無
効
投

票
に
な
り
ま
す
。 

▽ 

候
補
者
以
外
の
氏
名
を
書
い
た

も
の

▽ 

複
数
の
候
補
者
氏
名
を
書
い
た

も
の

▽
誰
に
投
票
し
た
か
不
明
な
も
の

▽
白
紙
投
票

▽ 

誤
記
、
符
号
な
ど
、
関
係
の
な

い
も
の
を
書
い
た
も
の

▽ 

正
規
の
投
票
用
紙
を
使
用
し
な

い
も
の

選
挙
公
報
を
お
届
け
し
ま
す

　

各
家
庭
に
候
補
者
の
経
歴
な
ど

を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
４
月
６

日（
金
）ま
で
に
配
布
し
ま
す
。

　

地
域
に
よ
り
配
布
時
期
が
多
少

ず
れ
ま
す
が
、
も
し
届
か
な
い
場

合
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

選
挙
に
伴
う
選
挙
人
名
簿
登
録

に
か
か
る
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

と 　

き　

３
月
30
日
（
金
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
本
館
２
階　

選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局

幾
野

郡
津

松
塚

梅
が
枝
、私
部
西
１

－

44
〜
47

私
部
２
〜
４
、私
部
西（
１

－

44
〜
47
を
除
く
）

私
部
１
・
５
〜
８
、青
山
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期 

日
前
投
票
の
方
法　

投
票
所
入

場
整
理
券
を
持
っ
て
、
期
日
前

投
票
所
で
宣
誓
書
・
請
求
書
を

記
入
し
、
そ
の
場
で
交
付
さ
れ

る
投
票
用
紙
に
候
補
者
氏
名
を

記
入
し
て
、
直
接
投
票
箱
に
投

か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

不 

在
者
投
票
の
方
法　

出
張
な
ど

で
、
期
日
前
投
票
所
や
投
票
日

に
投
票
で
き
な
い
人
が
対
象
で

す
。

① 

出
張
先
・
滞
在
先
の
他
市
町
村

で
投
票
す
る　

市
選
挙
管
理
委

員
会
に
宣
誓
書
・
請
求
書
に
よ

り
、
投
票
用
紙
な
ど
を
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
、
投

票
用
紙
な
ど
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。選

挙
管
理
委
員
会
以
外
で
記
載
し

た
り
、
同
封
し
て
い
る
「
不
在

者
投
票
証
明
書
」
の
封
筒
を
開

封
し
た
も
の
は
無
効
と
な
り
、

投
票
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

② 

不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設
で

投
票
す
る　

病
院
や
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
、
入
所
し
て
い
る
施
設

が
不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設

に
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
施
設
に
申
し
出
る
こ
と
で

投
票
で
き
ま
す
。

　

 

市
内
の
施
設
﹇
病
院
﹈
＝
交
野

病
院
、
星
田
南
病
院
、
介
護
老

人
保
健
施
設
逢
々
館
か
た
の
、

介
護
老
人
保
健
施
設
青
山

　

 ﹇
老
人
ホ
ー
ム
﹈
＝
き
ん
も
く

せ
い
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
き
ん
も
く
せ
い
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
明
星
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
天
の

川
明
星
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
明

星
、ア
ミ
ー
ユ
交
野
、ト
ル
チ
ェ

ア
ミ
ー
ク
ラ
ブ
交
野
、
ベ
ス
ト

ラ
イ
フ
交
野
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
美
来

　

 ﹇
身
体
障
害
者
授
産
施
設
﹈
＝

交
野
自
立
セ
ン
タ
ー

郵
便
投
票
制
度

　

左
記
の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
い
ず
れ

か
に
あ
て
は
ま
る
人
は
、
自
宅
な

ど
か
ら
郵
便
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

Ａ 　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
ち
、

①
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能

の
障
が
い
が
１
・
２
級
②
心
臓
、

腎
臓
、呼
吸
器
、ぼ
う
こ
う
、直

腸
、
小
腸
の
障
が
い
の
程
度
が

１
・
３
級
③
免
疫
の
障
が
い
が

１
〜
３
級

Ｂ 　

戦
傷
病
者
手
帳
を
持
ち
、
①

両
下
肢
、
体
幹
の
障
が
い
の
程

私
部
南
、向
井
田

天
野
が
原
町

寺

森
南
、森
北
、大
字
森
、大
字
傍
示

私
市
、大
字
私
市

私
市
山
手

期
日
前
・
不
在
者
投
票
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

期
日
前
投
票
や
不
在
者
投
票

は
、
投
票
日
に
投
票
所
で
投
票
で

き
な
い
と
見
込
ま
れ
る
人
が
利
用

で
き
る
制
度
で
す
。

と 　

き　

３
月
31
日
（
土
）
〜
４

月
７
日
（
土
）
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
８
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
本
館
１
階　

玄

関
ホ
ー
ル

対　

象　

▽
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
が
あ
る
人

▽ 

レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
、
旅
行
な

ど
で
投
票
区
域
外
に
い
る
人

▽ 

病
気
や
妊
娠
な
ど
で
投
票
所
へ

行
く
こ
と
が
困
難
な
人

特集②　さあ投票　選挙の主役は　あなたです
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度
が
特
別
項
症
〜
第
２
項
症
②

心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
、ぼ
う
こ

う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
が
い
の

程
度
が
特
別
項
症
〜
第
３
項
症

Ｃ 　

介
護
保
険
の
要
介
護
状
態
区

分
が
要
介
護
５

※ 

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
で
上

肢
・
視
覚
の
障
が
い
が
１
級
の

人
、
ま
た
は
、
戦
傷
病
者
手
帳

で
特
別
項
症
、
第
１
項
、
第
２

項
の
人
は
、申
請
す
る
こ
と
で
、

代
理
記
載
す
る
人
を
指
定
し
て

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

郵 

便
投
票
の
手
続
き　

あ
ら
か

じ
め
申
請
し
、
郵
便
投
票
証
明

書
の
交
付
を
受
け
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。申
請
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

郵
便
投
票
・
代
理
記
載
制
度
の

投 

票
方
法　

郵
便
投
票
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
、
選

挙
管
理
委
員
会
か
ら
必
要
書
類

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
郵
便
投

票
証
明
書
を
添
え
て
、
４
月
４

日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で
に
市

選
挙
管
理
委
員
会
へ
、
投
票
用

紙
な
ど
を
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。
折
り
返
し
、
投
票
用
紙
な

ど
の
書
類
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
投
票
用
紙
を
記
載
後
、
不

在
者
投
票
用
封
筒
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
代
理
記
載
の
場

合
は
、
選
挙
人
に
代
わ
っ
て
指

定
さ
れ
た
代
理
記
載
者
が
投
票

用
紙
な
ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

各
種
申
請
用
紙
が
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

　

期
日
前
・
不
在
者
投
票
宣
誓
書
・

請
求
書
な
ど
の
申
請
用
紙
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
、
星
田
出
張
所
、
ゆ
う
ゆ
う
セ

ン
タ
ー
、
青
年
の
家
、
倉
治
図
書

館
で
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

藤
が
尾

妙
見
坂

妙
見
東

星
田
１
〜
６
、星
田
北

星
田
山
手
３
〜
５
、星
田
西

星
田
７
〜
９
、星
田
山
手
１
・
２
、南
星
台
、大
字
星
田

してはいけない選挙運動
　選挙運動のできる期間は、立候補
の届け出をした日から投票日前日ま
でです。選挙運動にはルールがあり、
有権者もこのルールを守らなければ
なりません。

▽ 戸別訪問　各戸を訪問して投票を
依頼すること

▽ 飲食物の提供　選挙事務所などに
飲食物を差し入れること

▽  署名運動　投票をしてもらうた
め、あるいは投票をさせないなど
の目的で、有権者に対して署名運
動をすること

▽ 気勢をあげる行為　自動車を連ね
たり、隊列を組んで往来するなど
の行為

▽ 人気投票　公職につく人を予想
し、人気投票の結果や経過を公表
すること

▽ 連呼行為　短時間に同じ言葉を繰
り返し呼称すること（ただし、午
前 8時～午後 8時に限り、選挙運
動のために自動車を使用する場合
はできます）
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4月１日から市役所の
組織が変わります

　

４
月
１
日
か
ら
市
役
所
の
組
織

機
構
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
財
政
健
全
化
を
引
き

続
き
推
進
し
、
団
塊
世
代
の
退
職

に
よ
る
職
員
数
の
減
少
を
踏
ま
え
、

組
織
と
し
て
迅
速
に
意
思
決
定
を

行
う
と
と
も
に
、直
面
す
る
課
題
に

効
率
よ
く
対
応
す
る
こ
と
を
目
的

に
再
編
し
た
も
の
で
す
。新
設
す
る

市
長
公
室
・
企
画
財
政
室
で
は
、新

た
な
試
み
と
し
て
課
を
設
置
せ
ず
、

柔
軟
で
機
動
的
な
職
員
配
置
を
試

行
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
助
役
」「
収
入
役
」制
度

も
、あ
わ
せ
て
変
更
に
な
り
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

人
事
課
（
℡  
８
９ 

２
・
０
１
２
１
）

業務内容や名称が変わる部署
主な業務内容 現在の担当部署 新しい担当部署

市長・副市長の秘書、儀式・交際・渉外、褒章・表彰、後援名義の受け付け 秘書課

市長公室

広報、ホームページ、市勢要覧、市民相談、法律相談、行政相談、陳情・苦情・要望 広聴広報課
情報政策、地域情報化 政策調整課
区長会、財産区、自治振興、集会所への助成、市民活動の支援、市民との協働、市
民参加の推進 市民活動推進課

防災計画、災害対策、被災者支援、防災対策、防犯対策、危機管理の総括 防災安全課
人権施策、平和施策、男女共同参画、女性施策 人権政策室
財政健全化・行財政改革の推進、事務事業評価、公有地の活用・処分の推進 財政健全化推進課

企画財政室市政の総合調整、総合計画、広域行政、統計調査 政策調整課
予算、財政、普通財産の管理、工事検査 財政課
市税の賦課・徴収・納付相談、固定資産の調査・評価、市税の証明、軽自動車の申
告、自動車臨時運行許可 税務課 税務室

老人医療費助成、老人保健医療 国民健康保険課 市民総合窓口担当
リサイクル施策の企画・推進、ごみの排出抑制・減量化・資源化の啓発、分別収集の
推進 廃棄物対策課 循環型社会推進室

交通安全教育、自転車駐車場の整備・維持管理 防災安全課 道路河川課
子育て支援事業の計画立案・総合調整、保育所の入退所・維持管理 幼児対策室 こども室
教育委員会の会議・文書法規、教育委員関係、教育行政の企画立案・総合調整 教育総務課 教育総務室
学校施設の維持管理 教育総務課

学校管理課学校の衛生管理、学校医・歯科医・薬剤師関係、児童・生徒・教職員の保健関係 保健給食課
児童・生徒の転入出・奨学金・就学援助、通学区域の設定 学務課
学校給食の調査・研究、給食費の徴収 保健給食課 学校給食課
スポーツの振興、学校体育施設の開放・使用料の徴収 生涯スポーツ課 社会教育課

新しい組織・機構と主な業務
市長公室
市長公室 上記のとおり
総務部
企画財政室 上記のとおり
総務課 庁舎管理、契約・入札、個人情報保護、情報公開、条例・規則、文書管理、告示
人事課 職員の人事・給与・福利厚生、組織・機構、職員研修
税務室 上記のとおり
市民部
市民総合窓口担当 国民年金、福祉サービスコーナー、老人医療費助成、老人保健医療
市民課 戸籍、住民票、印鑑証明、転入・転出届、外国人登録、母子健康手帳の交付、市営葬儀、埋火葬

の許可、住居表示
星田出張所 外国人登録・住居表示を除く市民課業務、星田コミュニティーセンターの使用申し込み
国民健康保険課 国民健康保険被保険者の資格、国民健康保険の給付、保険料の賦課・徴収・納付相談
商工観光課 商工業の振興、中小企業資金融資、観光の振興、消費生活、消費者相談、就労支援コーナー

「助役」「収入役」制度の変更

　 ▽「助役」から「副市長」に名称が変更

　 ▽「収入役」を廃止し、「会計管理者（一般職）」をあらたに設置
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新しい組織・機構と主な業務
保健福祉部
社会福祉課 地域福祉計画、生活保護、生計援助資金の貸付、児童手当、児童扶養手当、特別児童扶養手当、

乳幼児医療、民生委員・児童委員、児童・母（父）子福祉、家庭児童相談、ゆうゆうバス
障がい福祉課 障害者自立支援法、障がい者福祉、身体障がい者・知的障がい者の医療費助成
こどもゆうゆうセンター 障がい児の生活指導・機能訓練、おもちゃライブラリーの支援
健康増進課 市民健康診査・機能訓練、母子保健、予防接種、休日夜間急病診療、感染症の防疫、リハビリ
高齢介護課 介護保険被保険者の資格、介護保険の給付、介護保険料の賦課・徴収、高齢者福祉
環境部
循環型社会推進室 右記のとおり
環境事業所 ごみ処理の申し込み、収集運搬
リサイクルセンター 資源ごみの選別
環境保全課 環境保全施策の企画・推進、公害相談、環境調査、水質検査、飼犬登録、狂犬病予防、墓地・火

葬場の設置
乙辺浄化センター し尿処理の申し込み、し尿処理手数料の徴収、し尿・汚泥の処理、浄化槽関係
都市整備部
第二京阪道路対策室 第二京阪道路事業の調整
都市計画課 都市計画、地区計画、生産緑地の買取申出処理、都市整備事業・街なみ整備の調査・施行促進、

景観まちづくり、土地区画整理事業、国土利用計画法の届出、公共輸送体系の整備充実、交
通バリアフリー、開発事業の調整、建築指導

道路河川課 道路・河川・水路の整備・維持管理・災害復旧、道路・河川水路の占用許可・明示、交通安全施
設の維持管理、交通安全教育、自転車駐車場の整備・維持管理

下水道課 下水道の計画立案・施行・維持管理・使用申し込み・接続許可、水洗便所改造資金の融資あっ旋
農とみどり課 山地自然の保全整備、公園・緑地・ちびっこ広場などの計画・維持管理、市民農園
こども室
こども室 右記のとおり
教育委員会　教育総務室
教育総務室 右記のとおり
教育委員会　学校教育部
学校管理課 右記のとおり
指導課 学校教育活動の指導、教育相談、教職員の人事

人権教育指導室 人権教育事業の企画・実施
学校給食課 右記のとおり

学校給食センター 学校給食の調理・運搬
教育委員会　生涯学習推進部
社会教育課 文化・スポーツの振興、社会教育事業の企画立案、関係団体の育成・支援、学校体育施設の開

放・使用料の徴収、成人・家庭教育、文化財の保護
青少年育成課 青少年に関する支援・対策、放課後児童会、青少年指導員会・青少年音楽団体・少年少女発明

クラブ・青少年健全育成交野市民会議、ふれあい館・第1児童センター・野外活動センター
図書館 図書の貸し出し、読書案内・相談、各図書室・ブンブン号の管理運営
消防本部
総務課 消防本部職員の人事、消防団
予防課 火災の予防、消防用設備・危険物施設などの検査・確認・許認可、危険物施設などの査察・指

導取り締まり、消防相談
警防課 火災などの警戒・防御・鎮圧、救急、救助、消防訓練
通信指令室 消防・救助・救急活動の指令、災害時の情報収集
会計室
会計室 市会計の収納・支出業務
水道局
総務課 水道事業の基本計画・財政計画、水道使用料・メーター使用料の調定・収納、契約・入札
工務課 給配水管の維持管理、送水・配水管工事、給水装置工事申請の手続・検査
浄水課 取水・受水・配水施設の運転・計画・維持管理、水質管理
新浄水施設整備室 新浄水施設関係の計画および建設
議会・委員会
議会事務局 市議会の事務
行政委員会事務局 選挙管理委員会・監査委員・公平委員会・固定資産評価審査委員会の事務
農業委員会事務局 農業委員会の事務
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市民農園の募集一覧
農園名 区画数 年間利用料

向井農園 4

5,000円

井上農園 2
北村農園 2
上埜第1 1
上埜第2 1
上埜第3 2
吉岡農園 1
有家農園 1
星田北農園 30
畠山農園 2 4,000円

　

市
民
農
園
で
、
花
や
野
菜
を
育

て
て
み
ま
せ
ん
か
。

対　

象　

市
内
在
住
の
人

市民農園の利用者募集

募 

集
農
園
・
利
用
料　

左
表
の
と

お
り

契 

約
期
間　

４
月
20
日
（
金
）
〜

20
年
３
月
31
日（
月
）

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①

住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
④
希

望
農
園
を
記
入
し
、
３
月
20
日

（
火
）〈
消
印
有
効
〉
ま
で
に
〒

５
７
６

－

８
５
０
１　

農
と

み
ど
り
課
内　

市
民
農
園
運
営

協
議
会

※ 

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま

す
。

※ 
応
募
は
1
世
帯
1
農
園
1
区
画

（
約
18
〜
20
平
方
㍍
）で
す
。

※ 

空
き
区
画
が
あ
る
場
合
は
、追
加

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

農
と
み
ど
り
課

（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

水質検査計画を公表

　

水
道
局
で
は
、み
な
さ
ん
に「
安

全
で
お
い
し
い
水
」
を
供
給
す
る

た
め
、水
質
管
理
の
一
環
と
し
て
、

交
野
の
水
の
成
績
書
（
水
質
試
験

成
績
書
）
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
「
平
成
17
年
度
水
質
試
験

成
績
書
」
と
あ
わ
せ
て
「
平
成
19

年
度
水
質
検
査
計
画
」
も
公
開
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
意
見
や
質
問
を

寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

成
績
書
や
検
査
計
画
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
、
主
要
公
共
施

設
に
置
い
て
あ
る
冊
子
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

水
道
局
浄
水
課

（
℡  
８
９
１・
０
０
１
６　

℻  
８ 

９
３・
０
６
５
２　

e-m
ail:suid

ouj@
city.katano.osaka.jp

）
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市政のうごき

施設予約システムが
本格稼働

　

１
月
か
ら
試
験
運
用
し
て
き
た

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を
、
４
月
１

日
（
日
）
か
ら
本
格
的
に
運
用
し

ま
す
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
抽
選

申
し
込
み
の
締
め
切
り
日
が
次
の

よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

変 

更
前

▽ 

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
＝
抽
選
日

の
前
月
末
日
ま
で

▽
窓
口
＝
抽
選
開
始
ま
で

変 

更
後

▽ 

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
・
窓
口
＝

抽
選
日
の
前
月
末
日
ま
で

※ 

抽
選
日
は
、毎
月
１
日
で
す
が
、

各
施
設
と
も
窓
口
の
休
業
日
と

重
な
っ
た
と
き
は
、
翌
日
に
な

り
ま
す
。（
下
表
参
照
）

※ 

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

第二京阪道路の状況（1月の動き）
「交野高架橋東（下部工）工事」1月末に着手
　 ［ 発注者］西日本高速道路株式会社関西支社枚
方工事事務所

　［施工業者］株式会社熊谷組
　［ 施工内容］道路施工延長305㍍、橋梁下部工
など

　［工事箇所］右図の範囲

▽  谷畑中町隣組連絡協議会が、市に対し再要望
書を提出（11日）

▽  事業者が向井田地区を対象に第二京阪道路事
業の地元説明会を開催（16日）

▽  事業者が「交野高架橋東（下部工）工事」の工事説
明会を実施（向井田地区16日、青山地区23日）

▽  谷畑中町隣組連絡協議会と市、事業者での役
員協議会を実施（30日）

　最新の状況は、ホームページ（http://www.city. 
katano.osaka.jp/kakka/tokutai/）に掲載してい
ます。
問 い合わせ　第二京阪道路対策室（℡  892・0121）

▼

私部南遺跡（その2）現地説明会（20日）
　第二京阪道路の建設予定地のため、事前の発
掘調査が実施された同遺跡は、弥生時代や古墳
時代後期の集落跡が重なって残っていることが
解明されました。大型円形住居の遺構や出土し
た深

ふかばち

鉢、土製紡
ぼうすいしゃ

錘車の展示コーナーなどでは、
写真に収める人や係員に質問しながらメモを取
る人ら大勢の見学者でにぎわいました。
　また、同時に開催した第二京阪道路の現地説
明会にも700人を超える参加がありました。

て
、
抽
選
申
し
込
み
や
予
約
を

す
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

登
録
が
必
要
で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

施
設
予
約
シ
ス
テ

ム
に
関
す
る
こ
と
＝
政
策
調
整

課
（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）、

予
約
や
利
用
に
関
す
る
こ
と
＝

各
施
設

各施設の窓口休業日
施設名 休業日 問い合わせ

いきいきランド交野 火曜日、年末年始 ℡  894・1181
青 年の家
（武道館・私部公園・倉治公園を含む） 月曜日、年末年始 ℡  892・7721

ゆうゆうセンター 土曜・日曜日、祝日、年末年始 ℡  893・6400
※ 私部公園・倉治公園とゆうゆうセンターは、窓口休業日と施設の休業日（休館日）が異
なりますので、ご注意ください。

　■私部公園・倉治公園の施設休業日＝年末年始
　■ゆうゆうセンターの施設休館日＝毎週月曜日、祝日、年末年始
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電話番号案内
市役所 ℡  892・0121

本
　
　
館

　 市民課、市民総合窓口担当、
国民健康保険課、税務課、
　会計室、商工観光課、総務課、
　秘書課、広聴広報課、財政課、
　 人事課、市民活動推進課、
　政策調整課、人権政策室、
　 財政健全化推進課、
　行政委員会事務局、
　議会事務局、幼児対策室

℡  892・0121

別
　
館

　 防災安全課、道路河川課、
　農とみどり課、下水道課、
　環境保全課、都市計画課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局、
　土地開発公社

℡  892・0121

星田出張所 ℡  891・2031
ゆうゆうセンター ℡  893・6400
　 社会福祉課、障がい福祉課、
　高齢介護課、社会福祉協議会 ℡  893・6400

　健康増進課 ℡  893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡  892・3077
ボランティアセンター ℡  894・3737
環境事業所（ごみ） ℡  892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡  891・5374
　廃棄物対策課 ℡  892・0121
乙辺浄化センター（し尿） ℡  892・2472
リサイクルセンター ℡  893・8651
青年の家 ℡  892・7721
　 社会教育課、青少年育成課、
　生涯スポーツ課 ℡  892・7721

　 教育総務課、保健給食課 ℡  810・0530
　学務課、指導課、人権教育指導室 ℡  810・0522
　青年の家図書室 ℡  893・4881
　体育文化協会 ℡  891・3456
星の里いわふね ℡  893・3131
星田西体育施設 ℡  893・7721
第 1児童センター ℡  893・1144
いきいきランド交野 ℡  894・1181
倉治図書館 ℡  891・1825
教育文化会館 ℡  810・6667
文化財事業団 ℡  893・8111
いきものふれあいセンター ℡  893・6520
消防本部・署 ℡  892・0119
　 総務課、予防課、警備課 ℡  892・0119
水道局 ℡  891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　新浄水施設整備室 ℡  891・0016

水道サービス株式会社 ℡  894・0105
シルバー人材センター ℡  893・0430

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

ア
ウ
ト
ド
ア

アウトドア
　 里山体験
 
文　化
 　春のパソコン教室
　 はたおり教室4年間のあゆみ展

  吉野朝廷と桜の道ウオーク
  青少年コーナー

　

里
山
体
験

と 　

き　

３
月
25
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時（
雨
天
中
止
）

集 　

合　

午
前
９
時
に
い
き
も
の

し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

参
加
費　

無
料

服 　

装　

作
業
服
、
帽
子
、
靴（
で

き
れ
ば
底
の
厚
い
も
の
）

持 

ち
物　

弁
当
、
お
茶
、
雨
具（
ビ

ニ
ー
ル
カ
ッ
パ
）

指　

導　

交
野
里
山
ゆ
う
ゆ
う
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

１
日
（
木
）
か
ら
い
き
も
の
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内 　

容　

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の

里
で
間
伐
作
業
や
下
草
刈
り
、

シ
イ
タ
ケ
の
ホ
ダ
木
づ
く
り

※ 

ホ
ダ
木
の
持
ち
帰
り
は
１
人
１

本
で
す
。

定　

員　

20
人

※ 

18
年
11
月
に
開
催
し
た
「
親
子

で
楽
し
む
秋
の
里
山
」
に
参
加

森林浴と頭の体操
吉野朝廷と桜の道ウオーク

と 　き　4月 16日（月）午前 8時～午後 3時 30分（雨天の
場合は 4月 23日に延期）

集　合　午前 8時に河内磐船駅
内 　容　桜を見ながら、南北朝時代に活躍した楠正行公や吉
野朝廷について学習

行き先　奈良・吉野
コ ース　河内磐船駅－如意輪寺－後醍醐天皇陵－水分神社
－金峯神社－蔵王堂－近鉄吉野駅（解散）

定　員　50人
※応募者が 35人未満の場合は開講しません。
参加費　3,000 円（往路交通費、拝観料、資料代含む）
※復路交通費は実費になります。
講　師　交野山の会　佃肇さん
申 し込み・問い合わせ　3月 1日（木）～ 14日（水）に参加
費を添えて青年の家窓口

※ キャンセルの受付期限は 3月 15日（木）です。期限後のキ
ャンセルは参加費を返金しませんのでご注意ください。
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※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください

文　
化

　

は
た
お
り
教
室

　

４
年
間
の
あ
ゆ
み
展

　

文
化
財
事
業
団
で
は
、
交
野
地

方
で
織
ら
れ
て
い
た
河
内
木
綿
の

技
術
復
元
・
伝
承
を
目
的
に
は
た

お
り
教
室
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
教
室
生
の
活
動
内
容
や

作
品
の
展
示
・
実
演
を
行
い
ま
す
。

と 　

き　

３
月
７
日
（
水
）
〜
18

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５

時（
月
・
火
曜
日
は
休
館
）

と 

こ
ろ　

歴
史
民
俗
資
料
展
示
室

（
教
育
文
化
会
館
内
）

問
い
合
わ
せ　

文
化
財
事
業
団

　

 
春
の
楽
し
く
、
と
っ
て
も

や
さ
し
い
パ
ソ
コ
ン
教
室

① 

入
門
コ
ー
ス（
全
く
初
め
て
の
人
）

と 　

き　

４
月
５
日（
木
）〜
26
日

（
木
）の
毎
週
木
曜
日（
全
４
回
）

▽ 

午
前
の
部
＝
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分

▽ 

午
後
の
部
＝
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分

内 　

容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
説

明
、
文
字
入
力
、
印
刷
、
保
存
、

電
子
メ
ー
ル
の
操
作
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
見
る

② 

初
級
コ
ー
ス
（
ち
ょ
っ
と
で
き

る
け
れ
ど
、
も
う
少
し
詳
し
く

知
り
た
い
人
）

と 　

き　

４
月
４
日
（
水
）
〜
５

月
２
日
（
水
）
の
毎
週
水
曜
日

（
全
５
回
）

▽ 

午
前
の
部
＝
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
0
時
30
分

▽ 

午
後
の
部
＝
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分

内 　

容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
、
ワ

ー
ド
で
文
書
づ
く
り
、
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
の
写
し
方
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
を
楽
し
む

③ 

中
級
コ
ー
ス
（
よ
り
詳
し
く
習

い
た
い
人
）

と 　

き　

４
月
３
日
（
火
）
〜
５

月
１
日
（
火
）
の
毎
週
火
曜
日

（
全
５
回
）

▽ 

午
前
の
部
＝
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分

▽ 

午
後
の
部
＝
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分

内 　

容　

ワ
ー
ド
の
活
用
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
の
活
用
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
、
フ
リ
ー
メ

ー
ル
と
ブ
ロ
グ
活
用
術

と 
こ
ろ　

青
年
の
家
２
階　

パ
ソ

コ
ン
研
修
室

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
18

歳
以
上
で
、
全
日
程
参
加
で
き

る
人

定　

員　

各
20
人

受
講
料

▽
入
門
コ
ー
ス
＝
４
０
０
０
円

▽
初
級
コ
ー
ス
＝
５
０
０
０
円

▽
中
級
コ
ー
ス
＝
５
０
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①

希
望
コ
ー
ス
名
と
午
前
ま
た
は

午
後
②
郵
便
番
号
と
住
所
③
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
④
電
話
番
号

を
記
入
し
、
３
月
12
日
〈
消
印

有
効
〉
ま
で
に
、
〒
５
７
６

－

０
０
５
２　

私
部
２

－

29

－

１
体
育
文
化
協
会
「
パ
ソ
コ
ン

教
室
」係

※ 

往
復
は
が
き
１
枚
に
つ
き
、
１

人
の
応
募
に
な
り
ま
す
。

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

以
前
に
受
講
し
た
こ
と
が
あ

り
、
１
つ
上
の
コ
ー
ス
を
希
望

す
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

青
年
の
家
窓
口

青少年コーナー
「子どもの笑顔は宝物」

　

子
ど
も
た
ち
の
無
邪
気
な
歓

声
、
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
の
笑
い

声
、
昔
は
公
園
・
広
場
ど
こ
で
も

こ
ん
な
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

離
れ
て
見
て
い
て
も
思
わ
ず
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
る
情
景
で
し
た
。

　

私
た
ち
指
導
員
は
、
日
ご
ろ
か

ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

た
め
、
子
ど
も
た
ち
に
積
極
的
に

話
し
か
け
・
声
か
け
を

し
て
き
ま
し
た
。
何
の

た
め
ら
い
も
な
く
子
ど

も
た
ち
と
ふ
れ
あ
え
る

喜
び
に
満
足
感
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
、
こ
こ
２
〜

３
年
前
か
ら
声
か
け
を

す
る
と
警
戒
さ
れ
、
相

手
に
さ
れ
な
い
こ
と
が
、

た
び
た
び
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
こ
と
は
最
近
の
社
会
情
勢
を

考
え
る
と
、
さ
み
し
い
で
す
が
や

む
を
得
な
い
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
安
全

に
外
で
遊
べ
る
よ
う
に
な
り
、
知

ら
な
い
人
で
も
敬
遠
し
な
く
な
る

よ
う
な
社
会
に
し
て
い
く
の
が
大

人
の
責
務
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
地
域
に
住
み
、

働
く
大
人
が
協
力
し
て

子
ど
も
た
ち
を
守
り
、

あ
た
た
か
い
目
で
育
て

て
い
く
こ
と
が
何
に
も

ま
し
て
大
切
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

青
少
年
指
導
員
会
で

は
、「
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ム

と
映
画
会
」「
交
野
ま
つ

り
」
の
模
擬
店
出
店
な

ど
を
と
お
し
て
、
子
ど

も
同
士
や
、
親
と
子
の
き
ず
な
を

よ
り
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

ま
た
、
誰
と
で
も
仲
良
く
な
れ
る

よ
う
に
様
々
な
趣
向
を
こ
ら
し

て
、
以
前
の
よ
う
な
笑
顔
の
絶
え

な
い
社
会
に
戻
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

交
野
市
青
少
年
指
導
員
会
広
報
部

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課



19.03.01 (14)

文　
化

文　化
　 少年少女発明クラブ員募集
　 プラネタリウムの休館
　 春休みビデオ上映会
　 ブンブン劇場
　 バードカービング教室

スポーツ
　 いきいきランドからのお知らせ
　 大阪府障害者スポーツ大会

  生涯学習大学講座（体育コース）
  V リーグ男子バレーボール
  春休み水泳短期教室
  DV 防止のための相談室

　

春
休
み
ビ
デ
オ
上
映
会

と 　

き　

３
月
27
日
（
火
）
午
後

２
時
〜

と 

こ
ろ　

倉
治
図
書
館
２
階　

視

聴
覚
室

※ 

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。

上 

映
作
品　

世
界
名
作
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン「
裸
の
王
様
」

定　

員　

１
０
０
人
程
度

入
場
料　

無
料

申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

倉
治
図
書
館

　

ブ
ン
ブ
ン
劇
場

　

春
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

と 　

き　

３
月
28
日
（
水
）
午
後

２
時
〜

と 
こ
ろ　

武
道
館
２
階　

作
法
室

内 　

容　
「
く
み
ど
り
」
に
よ
る

お
は
な
し
組
木
「
ぞ
う
く
ん
の

さ
ん
ぽ
」、
大
型
絵
本
「
と
な
り

の
た
ぬ
き
」、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ

ー
な
ど

定　

員　

１
２
０
人
程
度

入
場
料　

無
料

申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

青
年
の
家
図
書
室

　

少
年
少
女
発
明

　

ク
ラ
ブ
員
募
集

　

道
具
の
使
い
方
や
ア
イ
デ
ア
の

出
し
方
を
学
び
、
楽
し
み
な
が
ら

自
由
な
発
想
で
創
作
活
動
を
し
ま

す
。

活 

動
日　

４
月
〜
20
年
３
月
の
第

２･

４
土
曜
日
午
前
９
時
30
分

〜
正
午（
８
月
は
別
途
計
画
）

と 
こ
ろ　

星
の
里
い
わ
ふ
ね　

創

作
研
修
室

対 　

象　

市
内
在
住
の
小
学
新
４ 

・
５
年
生

募
集
人
数　

若
干
名

※
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

参
加
費　

無
料

教
材
費　

年
額
２
０
０
０
円

主 　

催　

市
・
市
教
育
委
員
会
・

発
明
協
会
大
阪
支
部

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

10
日
（
土
）
ま
で
に
青
少
年
育

成
課

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
休
館

　

機
器
の
保
守
点
検
の
た
め
、
３

月
26
日（
月
）は
休
館
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

星
の
里
い
わ
ふ
ね

生涯学習大学講座（体育コース）

テーピング講習会①
と　き　3月 10日（土）午後 7時～
ところ　青年の家 2階　206号室
講　師　おかだ鍼灸整骨院院長　岡田肇さん
テーピング講習会②
と　き　3月 17日（土）午後 7時～
ところ　青年の家 2階　206号室
講　師　おかだ鍼灸整骨院院長　岡田肇さん
講義「スポーツマンの顔とは！」
と　き　3月 24日（土）午後 7時～
ところ　星の里いわふね　第 2研修室
講 　師　神戸親和女子大学発達教育学部教授　
但尾哲哉さん

対　象　市内在住・在勤の人、スポーツ指導者
定　員　50人
参加費　テーピング講習会のみ 500円（実費）
申 し込み・問い合わせ　3月 8日（木）までに生涯
スポーツ課

Ｖリーグ男子バレーボール

　市体育協会では、市民のみなさんにレベルの高
い競技スポーツと接する機会をつくるために、Ｖ
リーグを招致します。
とき・対戦カード
① 3月 3日（土）午後 2時～＝サントリー対 JT
②  3 月 3 日（土）午後 4時～＝パナソニック対大
分三好

③ 3月 4日（日）午後 1時～＝ JT対大分三好
④ ３月 4日（日）午後 3時～＝パナソニック対サン
トリー

※試合状況により、時間は変更します。
ところ　いきいきランド交野　メインアリーナ
市 民割引チケット（１日券）　大人 2,000 円、高校
生 1,000 円、小・中学生 500円

※ チケットはメインアリーナ入口前テントで、3
日（土）は正午から、4日（日）は午前 11時から
発売します。

問い合わせ　生涯スポーツ課



(15)19.03.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

　

バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
教
室

　

木
彫
り
の
野
鳥
彫
刻

と 　

き　

４
月
〜
10
月
の
第

２
・
４
土
曜
日
（
８
月
を
除
く
）

午
後
１
時
〜
３
時（
全
12
回
）

と 

こ
ろ　

青
年
の
家　

２
０
４
号
室

定　

員　

先
着
20
人

※ 

応
募
者
が
10
人
未
満
の
場
合
は

開
講
し
ま
せ
ん
。

参 

加
費　

８
０
０
０
円
と
材
料
費

１
６
０
０
円

講 　

師　

野
鳥
彫
刻
家　

杉
山
彰

さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

１
日
（
木
）
〜
16
日
（
金
）
に
参

加
費
を
持
っ
て
青
年
の
家
窓
口

ス
ポ
ー
ツ

　

 

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
４
月
か
ら
利
用
時
間
試
行
延
長

　

利
用
者
の
み
な
さ
ん
の
要
望
に

よ
り
、
試
行
的
に
利
用
終
了
時
間

を
延
長
し
ま
す
。

期 　

間　

４
月
１
日
（
日
）
〜
20

年
３
月
31
日（
月
）

利
用
時
間

▽ 

平
日
・
土
曜
日
＝
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
９
時
30
分

▽ 

日
曜
日
・
祝
日
＝
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
５
時

■
休
館
日
の
夏
期
試
行
開
館

　

利
用
者
の
多
い
６
月
〜
９
月
の

休
館
日
（
火
曜
日
）
を
試
行
開
館

し
ま
す
。施
設
予
約
な
ど
も
で
き

ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

試
行
開
館
日

▽
６
月
＝
19
・
26
日

▽ 

７
月
＝
10
・
17
・
24
・
31
日

▽
８
月
＝
７
・
14
・
21
日

▽
９
月
＝
４
・
11
・
18
日

■
臨
時
休
館
・
開
館
日

　

定
期
点
検
の
た
め
、
次
の
と
お

り
臨
時
休
館
・
開
館
し
ま
す
。

臨
時
休
館
日　

６
月
６
日（
水
）

臨
時
開
館
日　

６
月
12
日（
火
）

問 

い
合
わ
せ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド

交
野

春休み水泳短期教室

第
１
期

3月 29 日（木）～ 4月 2日（月）
〈4月 1日（日）を除く〉
①午前 9時 45分～ 10時 45分
②午前 10時 45分～ 11時 45分
③午後 1時～ 2時
④午後 3時～ 4時

第
２
期

4月 4日（水）～ 7日（土）
①午前 9時 45分～ 10時 45分
②午後 3時～ 4時

ところ　いきいきランド交野
対　象　3歳～中学生
定　員　各 40人
参加費　5,000 円
申 し込み　3月 1日（木）午前 10 時からいきいきラン
ド交野プールフロント（火曜日を除く）

※電話での申し込みはできません。
問い合わせ　いきいきランド交野

　

第
7
回
大
阪
府

　

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容

▽ 

陸
上
競
技　

５
月
20
日
（
日
）

＝
万
博
記
念
競
技
場

▽ 

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク　

５
月

26
日
（
土
）
＝
門
真
市
立
青
少

年
運
動
広
場

▽ 

水
泳
競
技　

５
月
26
日
（
土
）

＝
な
み
は
や
ド
ー
ム

▽ 

卓
球
競
技　

５
月
27
日
（
日
）

＝
な
み
は
や
ド
ー
ム

▽ 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー　

５
月
27
日

（
日
）
＝
浜
寺
公
園
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
場

▽ 

ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技　

６
月
２
日

（
土
）
＝
新
大
阪
イ
ー
グ
ル
ボ

ウ
ル

参
加
資
格（
４
月
１
日
現
在
）

① 

13
歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者
ま

た
は
知
的
障
が
い
者

②
府
内
居
住
者

③ 

出
場
可
能
な
競
技
種
目
が
あ
る
人

※ 

第
７
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
出
場
す
る
選
手
の
選
考

会
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

申 
込
書
の
配
布
場
所　

ゆ
う
ゆ
う

セ
ン
タ
ー
１
階　

障
が
い
福
祉

課
、
市
役
所
本
館
１
階　

市
民

総
合
窓
口
担
当
、星
田
出
張
所
、

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野
、
星
の

里
い
わ
ふ
ね
、青
年
の
家

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
３

月
15
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
か
、

フ
ァ
ク
ス
で
障
が
い
福
祉
課

（
℻  
８
９
１
・
６
２
４
１
）

　

Ｄ
Ｖ
（
夫
や
恋
人
・
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
）
に
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
。

　

Ｄ
Ｖ
に
は
、
身
体
的
、
精
神

的
、
経
済
的
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

３
月
22
日
（
木
）
午
前

10
時
15
分
〜
11
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

２
階　

体
験
学
習
室

定　

員　

15
人

参
加
費　

無
料

相 

談
員　

Ｄ
Ｖ
防
止
の
た
め
の

相
談
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

修
了
生
と
、専
門
相
談
員

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

人

権
政
策
室

Ｄ
Ｖ
防
止
の
た
め
の
相
談
室
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福　
祉

　

愛
の
献
血

　

次
の
と
お
り
献
血
活
動
を
行
い

ま
す
。み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

① 

３
月
14
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

＝
イ
ズ
ミ
ヤ
㈱
交
野
店

② 

３
月
25
日
（
日
）
午
前
９
時
30

　

手
話
講
習
会

　

市
は
、
手
話
の
普
及
・
技
術
向

上
や
、
聴
覚
障
が
い
者
と
の
意
思

疎
通
を
図
り
、
聴
覚
障
が
い
者
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

手
話
奉
仕
員
と
し
て
活
動
す
る
人

を
養
成
し
ま
す
。

と
き
・
コ
ー
ス

▽ 

火
曜
夜
コ
ー
ス
＝
４
月
17
日

（
火
）
〜
20
年
３
月
18
日
（
火
）

午
後
７
時
〜
９
時

▽ 

金
曜
昼
コ
ー
ス
＝
４
月
20
日

（
金
）
〜
20
年
３
月
21
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
正
午

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

団
体
共
用
ル
ー
ム

内　

容

▽ 

入
門
課
程
（
全
15
回
）
＝
相
手

の
簡
単
な
手
話
の
理
解
や
、
手

話
で
挨
拶
・
自
己
紹
介
程
度
の

会
話
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し

た
学
習

▽ 

基
礎
課
程
（
全
25
回
）
＝
相
手

の
手
話
の
理
解
や
、
手
話
で
の

日
常
会
話
が
で
き
る
こ
と
を
目

指
し
た
学
習

※ 

入
門
課
程
と
基
礎
課
程
を
通
し

て
１
講
習
で
す
。

※ 

入
門
課
程
は
13
回
以
上
、
基
礎

課
程
は
23
回
以
上
出
席
し
た
人

に
修
了
証
書
を
交
付
し
ま
す
。

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

定 　

員　

各
コ
ー
ス
先
着
30
人

受 

講
料　

無
料
（
教
材
費
な
ど
は

実
費
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３

月
５
日
（
月
）
〜
16
日
（
金
）
に

来
所
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で

障
が
い
福
祉
課
（
℻
８
９
１
・ 

６
２
４
１
）

と　き 内　　　容 講　　師
① 4月 12日（木） 交野が好き！人が好き！時代がもとめるまちづくり 政策調整課職員
② 4月 26日（木） しつけと虐待 社会福祉課　家庭児童相談員
③ 5月 10日（木） 結婚と離婚（憲法週間記念市民講座） 大阪弁護士会　弁護士
④ 5月 24日（木） 人権問題（全般）、子どもの人権 人権政策室・教育委員会職員
⑤ 6月 14日（木） こころとからだ 健康増進課　保健師
⑥ 6月 28日（木） くらしとお金のトラブル 金融広報アドバイザー
⑦ 7月 12日（木） 障がい福祉 障がい福祉課職員
⑧ 7月 26日（木） 高齢者介護の現状 社会福祉協議会職員
※時間はいずれも午前 10時 15分～ 11時 45分です。

とき・内容・講師　下表のとおり
※ 日程・内容・講師を変更することがあります。
※ 希望者には研修・施設見学などを随時実施し
ます。

※ 養成講座Ⅱは 9 月～ 11 月、養成講座Ⅲは
20年 1月～ 3月に開催します。

ところ　ゆうゆうセンター

対 　象　女性（男性）問題とその解決に関心が
あり、講座修了後に相談を通じ自立のための
サポーターになる意思がある人
※資格取得のための講座ではありません。
定　員　30人
主　催　市、交野市人権協会
申し込み・問い合わせ　人権政策室

女性のための相談サポーター養成講座 I

分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

30
分
＝
い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

※ 
本
人
確
認
の
た
め
、
身
分
を
証

明
す
る
も
の
（
免
許
証
・
保
険

証
・
学
生
証
な
ど
）
の
提
示
を

お
願
い
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

①
交
野
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
（
℡
８
９
１
・
２
５

９
６
）②
社
会
福
祉
課

福　祉
　 愛の献血
　 手話講習会

　税
　 土地・家屋の価格縦覧・閲覧
　 原動機付自転車の廃車手続き

くらし
　 まちづくりラウンドテーブル

  女性のための相談サポーター養成講座
  老人医療証の交付申請
  国民健康保険料の納付
  介護保険料の納付



(17)19.03.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

国民健康保険料
の納付

　3 月分の納期限は 4 月 2
日（月）です。期限内に納め
ましょう。
問い合わせ　国民健康保険課

介
護
保
険
料
の
納
付

　

３
月
分
の
普
通
徴
収
（
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人

を
除
く
）
の
納
期
限
は
４
月
２

日
（
月
）
で
す
。
必
ず
納
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課

　
税

　

 
土
地
・
家
屋
の
価
格
縦
覧
・

閲
覧
、審
査
の
申
し
出

■
縦
覧
・
閲
覧

　

４
月
２
日（
月
）か
ら
、
19
年
度

の
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
縦
覧
帳
簿
に

よ
っ
て
市
内
の
他
の
土
地
や
家
屋

の
価
格
を
縦
覧
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

期 　

間　

４
月
２
日
（
月
）
〜
５

月
31
日
（
木
）
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
30
分
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

と 

こ
ろ　

市
役
所
本
館
１
階　

税

務
課
固
定
資
産
税
係

閲
覧（
縦
覧
）で
き
る
人

① 

固
定
資
産
税
の
納
税
者
ま
た
は

そ
の
代
理
人（
委
任
状
が
必
要
）

②
納
税
者
と
同
居
の
親
族

③
納
税
管
理
人

※ 

い
ず
れ
も
納
税
通
知
書
か
、
本

人
の
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

証
な
ど
）が
必
要
で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

税
務
課
固
定
資
産

税
係

■
固
定
資
産
税
の
審
査
申
出

　

決
定
さ
れ
た
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
価
格
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る

場
合
は
、
４
月
２
日（
月
）か
ら
納

税
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
日
後

60
日
ま
で
の
間
に
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
に
審
査
の
申
出
が

で
き
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
（
行
政
委
員
会
事
務

局
内
）

　
 

原
動
機
付
自
転
車
の
廃
車

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
原
動
機
付
自
転
車
（
ミ
ニ
バ

イ
ク
）、
軽
二
輪
車
、
軽
自
動
車
な

ど
が
、
盗
難
な
ど
で
現
在
、
手
元

に
な
く
て
も
、
廃
車
手
続
き
を
し

て
い
な
け
れ
ば
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

ミ
ニ
バ
イ
ク
の
廃
車
手
続
き

は
印
鑑
・
原
動
機
付
自
転
車
申
告

済
証
（
ま
た
は
同
販
売
証
明
書
）・

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
持
っ
て
、

税
務
課
市
税
証
明
係
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
１
２
５
ｃ
ｃ
を
超
え
る

バ
イ
ク
な
ど
は
大
阪
陸
運
支
局

（
℡  
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０

５
８
）へ
、
軽
自
動
車
は
軽
自
動
車

検
査
協
会
（
℡  
０
７
２
・
６
６
１
・

５
８
７
７
）
へ
廃
車
手
続
き
を
し

く
ら
し

　

ま
ち
づ
く
り

　

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

　

気
軽
に
同
じ
立
場
に
立
っ
て
意

見
を
交
換
し
合
う
井
戸
端
会
議
で

す
。ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
場
、

情
報
収
集
の
場
と
し
て
、
い
ろ
い

ろ
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
団
体
の
活
動

状
況
な
ど
を
紹
介
す
る
場
と
し
て

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

３
月
25
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

集
団
指
導
室

話 

題
提
供　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
・
Ｐ

Ｏ
Ｓ
Ｈ
個
人
サ
ポ
ー
タ
ー　

西

田
恵
子
さ
ん
「
み
ん
な
で
語
ろ

う
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
」

問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
推
進
課

老人医療証の交付申請
　次のいずれかに該当する人は、4月 1日から老人医療（医療費の
助成）制度の受給資格を取得することができますので、医療証の交付
申請（代理申請可）にお越しください。

▽ 4 月中に満 65歳になる人で
① 自立支援医療費（精神通院）に該当する人（患者票所持の人）
②結核予防法に該当する人（患者票所持の人）
③ 特定疾患医療受給者証（特定疾患登録者証含む）を持っている人
④ひとり親家庭医療制度に該当する人
※ただし、所得制限があります。

▽昭和 12年 4月 2日～昭和 14年 10月 31日生まれの人で
① 18年度市民税非課税世帯
② 自立支援医療費（精神通院）に該当する人（患者票所持の人）
③結核予防法に該当する人（患者票所持の人）
④ 特定疾患医療受給者証（特定疾患登録者証含む）を持っている人
⑤ひとり親家庭医療制度に該当する人
※②～⑤に該当の人は、所得制限があります。
持 ち物　健康保険証、それぞれ該当を証明するもの（患者票など）
申 し込み・問い合わせ　3月 22日（木）から国民健康保険課老人医
療係

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課



19.03.01 (18)

く
ら
し

　

消
費
生
活
問
題

　

出
前
講
座

　

消
費
者
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

消
費
生
活
に
役
立
つ
情
報
を
直
接

提
供
で
き
る
よ
う
に
、
団
体
・
グ

ル
ー
プ
が
主
催
す
る
学
習
会
な
ど

に
「
出
前
講
座
」
と
し
て
講
師
を

派
遣
し
ま
す
。

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人
で
構
成
さ
れ
、
受
講
者

数
が
10
人
以
上
の
団
体
・
グ
ル

ー
プ

と 　

き　

平
日
の
午
前
10
時
〜
正

午
と
、午
後
１
時
〜
４
時

※ 

１
回
の
講
座
時
間
は
１
時
間
30

分
以
内
で
す
。

開
催
場
所　

主
催
者
側
で
用
意

※ 

会
場
使
用
料
な
ど
は
、
主
催
者

側
で
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

テ 

ー
マ　

次
の
①
〜
⑤
か
ら
１
つ

選
択

① 

最
近
の
悪
質
商
法
を
め
ぐ
る
相

談
事
例
と
そ
の
対
処
法
！

② 

大
丈
夫
で
す
か
、
そ
の
儲
け

話
？

③ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話

ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
対
策
！

④ 

多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め

に
！

⑤ 
子
ど
も
と
契
約
、消
費
者
教
育

費　

用　

無
料

申 

し
込
み　

開
催
予
定
日
の
2
週

間
前
ま
で
に
日
程
・
テ
ー
マ
な

ど
を
決
め
、
所
定
の
申
し
込
み

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

商
工
観
光
課

※ 

申
し
込
み
用
紙
は
商
工
観
光
課

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

　

就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

こ
れ
か
ら
面
接
を
受
け
よ
う

と
思
っ
て
い
る
人
、
面
接
を
受
け

て
も
な
か
な
か
採
用
さ
れ
な
い
人

は
、
こ
の
講
座
を
受
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

と 　

き　

３
月
23
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

消費者相談
～大学の入学辞退と授業料～

問い合わせ
　商工観光課消費者相談コーナー

(℡  891・5003）

　

子
ど
も
が
大
学
に
進

み
ま
す
。別
の
入
学
辞
退

す
る
大
学
に
払
っ
た
授
業
料
は

返
還
さ
れ
る
の
で
す
か
。

　

昨
年
秋
、最
高
裁
は
入

学
辞
退
の
場
合
、払
っ
た

授
業
料
な
ど
は
返
還
さ
れ
る
と

の
判
断
を
示
し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
次
の
①
〜
③
に
関
し

て
の
返
還
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

①
入
学
金

② 

入
学
辞
退
を
し
た
時
期
が
、
４

月
１
日
以
降
の
場
合

③ 

入
学
辞
退
が
平
成
13
年
４
月

１
日
（
消
費
者
契
約
法
施
行

日
）よ
り
前
の
場
合

　

ま
た
、
推
薦
入
学
な
ど
は
別
の

扱
い
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
学
側
も
対
応

を
進
め
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
後
日
の
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
る
た
め
、
入
学
辞
退
の
時
期

や
通
知
方
法
は
明
確
に
す
る
注

意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
前
納
金
の
内
訳
や
扱
い

に
つ
い
て
要
綱
な
ど
で
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

ＱＡ

助
言

おわびと訂正
　「広報かたの」2月1日号19
ページの「消費者相談」内に誤
りがありました。
　誤りは「利息制限法では、10
万円未満＝20％、10万円以上
50万円未満＝18％、50万円以
上＝15％を上限とし、これを超
える契約は無効としています」
で、正しくは「利息制限法第1
条第1項では、10万円未満＝20
％、10万円以上100万円未満＝
18％、100万円以上＝15％を上
限とし、これを超える部分の利
息は無効としています」です。
　深くおわびして訂正いたしま
す。

くらし
　 就労支援セミナー
　 消費生活問題出前講座
　 講演会「災害からわがまちを守るには」
　 春の全国火災予防運動
　 普通救命講習会

  消費者相談
  国の教育・事業ローン
  天ぷら油火災にご注意！と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

体
験
学
習
室

テ 
ー
マ　
「
履
歴
書
の
書
き
方
、

面
接
の
受
け
方
」

※ 

参
加
者
に
は
応
募
に
便
利
な
書

類
作
成
キ
ッ
ト（
履
歴
書
用
紙
・

フ
ァ
イ
ル
な
ど
）
を
差
し
上
げ

ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
の
人

定　

員　

先
着
20
人

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

１
日（
木
）か
ら
商
工
観
光
課



(19)19.03.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

　
 

講
演
会「
災
害
か
ら
わ
が

ま
ち
を
守
る
に
は
」

と 　

き　

３
月
20
日
（
火
）
午
後

２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

テ 

ー
マ　
「
孤
立
を
防
ぐ
地
域
づ

く
り
へ
向
け
て
」

参
加
費　

無
料

講 　

師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
ス
キ
ュ

ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
代
表
理
事

栗
田
暢
之
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

１
日
（
木
）
〜
14
日
（
水
）
に
社

会
福
祉
協
議
会

　

春
の
全
国

　

火
災
予
防
運
動

　

３
月
１
日（
木
）〜
７
日（
水
）、

全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

消
防
本
部
（
署
）
で
は
、「
消
さ

な
い
で　

あ
た
な
の
心
の　

注
意

の
火
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
独
居

老
人
宅
な
ど
の
防
火
診
断
、
消
火

訓
練
、
防
火
対
象
物
の
立
入
査
察

な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
老
朽

化
し
た
消
火
器
の
破
裂
に
よ
る
事

故
を
防
ぐ
た
め
、
不
用
に
な
っ
た

消
火
器
を
引
き
取
り
処
分（
有
料
）

す
る
業
者
を
紹
介
し
ま
す
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る
７
つ

の
ポ
イ
ン
ト

■
３
つ
の
習
慣

▽
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

▽ 

ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

▽ 

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す

■
４
つ
の
対
策

▽ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

▽ 

寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

製
品
を
使
用
す
る

▽ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を
備
え

る
▽ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

天ぷら油火災にご注意！
　住宅火災の主な原因の一つに、コンロの消し忘れに
よる天ぷら油火災があります。コンロの火が直接油に
届かなければ発火しないと考えている人もいますが、
それは間違いで、温度が 370 ～ 390℃くらいになる
と油は過熱発火してしまいます。また、何度も使用さ
れて酸化が進んだ油はより低い温度で発火します。
　揚げ物などの調理をするときは、その場を離れない
ようにしましょう。また、どうしても離れなければな
らない場合は、必ずコックを閉めて、火が消えている
のを確認してから離れてください。
　万が一、天ぷら油に火がついた場合は、あわてて水
をかけたりすると逆に火が勢い良く上がり、油が飛び
散るので危険です。あわてずに、消火器を使うように
しましょう。消火器を使うときは、鍋のすぐ近くで使
用すると噴射の勢いで鍋がひっくり返ったり、炎の吹
き返しによって大事に至る可能性がありますので、鍋
から 2～ 3㍍離れたところから消火器のレバーを握
り、徐々に近づくように使用しましょう。
問い合わせ　消防本部警備課

　

普
通
救
命
講
習
会

　

消
防
本
部
は
、「
救
急
車
が
来
る

ま
で
に
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

応
急
手
当
を
す
れ
ば
よ
い
か
」
を

テ
ー
マ
に
訓
練
用
人
形
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
使

っ
て
、
実
技
を
交
え
た
講
習
会
を

行
い
ま
す
。

と 　

き　

３
月
18
日
（
日
）
午
前

9
時
〜
正
午

※ 

火
災
や
救
急
な
ど
の
出
動
で
、

中
断
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　

消
防
本
部

定　

員　

20
人

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

消
防

本
部
警
備
課

■
心
肺
蘇
生
法
の
手
順

① 

反
応
を
調
べ
る（
呼
び
か
け
る
・

肩
を
軽
く
た
た
く
）

②
助
け
を
呼
ぶ（
大
き
な
声
で
）

③ 

気
道
を
確
保
（
空
気
の
通
り
道

を
開
け
る
）

④ 

呼
吸
を
調
べ
る
（
吐
息
を
感
じ

取
る
・
胸
の
動
き
を
見
る
）

⑤ 

人
工
呼
吸（
１
秒
間
吹
き
込
む
。

胸
が
上
が
る
の
を
確
か
め
る
）

⑥ 

胸
骨
圧
迫
（
１
分
間
に
１
０
０

回
の
速
さ
で
30
回
）

⑦ 

心
肺
蘇
生
（
⑤
を
２
回
、
⑥
を

１
回
を
繰
り
返
す
）

国の教育・事業ローン
■教育ローン
使 　途　入学金・授業料や家賃など、入学時や在
学中に必要な費用

対 　象　融資対象の学校に入学・在学する人の保
護者で、世帯の年収が 990 万円（事業所得者は
770万円）以内の人

限度額　学生 1人につき 200万円
利　率　年 2.30％（1月 18日現在）
返 済期間　10年以内（在学期間内で元金据え置き
可能）

■事業ローン
使　途　事業に必要な運転資金・設備資金
限度額　4,800 万円
利　率　年 2.5％（1月 18日現在）
返済期間　運転資金 5年以内、設備資金 10年以内
■金融相談
　新規に事業を始める人への相談を行っています。
と　き　毎週水曜日午前 9時～午後 4時（予約制）
問 い合わせ　国民生活金融公庫守口支店（℡   06・
6993・6121）
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環　
境

対 　

象　

昭
和
52
年
４
月
２
日

〜
平
成
２
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
人

採 

用
予
定
人
数　

男
性
約
４
３

５
人
、女
性
約
45
人

第 

１
次
選
考
日　

５
月
13
日

（
日
）

申 
込
書
の
配
布　

３
月
１
日

（
木
）か
ら
枚
方
警
察
署

申 

込
受
付
期
間　

３
月
１
日

（
木
）〜
４
月
11
日（
水
）

問 

い
合
わ
せ　

枚
方
警
察
署（
℡

８
４
５
・
１
２
３
４
）
か
、
大

阪
府
警
察
官
採
用
セ
ン
タ
ー

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１
２

０
・
３
７
０
・
３
１
４
）

大
阪
府
警
察
官
（
巡
査
）
募
集

　

 

ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
・

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

■ 

正
し
く
分
別
し
て
焼
却
ご
み
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う

　

普
通
ご
み
の
中
に
は
、
資
源
と

な
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

特
に
紙
類
が
多
く
含
ま
れ
、
無
駄

に
燃
や
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

紙
類
は
地
域
の
集
団
回
収
や
、

市
の
資
源
ご
み
収
集
日
に
出
す
な

ど
正
し
く
分
別
す
れ
ば
、
資
源
と

し
て
有
効
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
分
別
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

■ 

生
ご
み
は
水
分
を
よ
く
切
り
ま

し
ょ
う

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
約
60

％
が
水
分
で
す
。十
分
に
水
を
切

っ
て
出
す
こ
と
で
大
幅
な
ご
み
の

減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
水
分
は
集
積
場

所
の
汚
れ
や
臭
い
の
原
因
に
な
り

ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
水
分
を
切

っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

ご
み
は
種
類
ご
と
に
分
け
て
、
決

め
ら
れ
た
日
に
出
し
ま
し
ょ
う

　

ご
み
は
種
類
ご
と
に
収
集
日
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
家
庭
ご
み

の
出
し
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
な
ど
を

確
認
し
て
、
決
め
ら
れ
た
日
に
出

し
ま
し
ょ
う
。

■ 

ご
み
は
地
域
の
決
め
ら
れ
た
場

所
に
出
し
ま
し
ょ
う

　

道
路
沿
い
の
集
積
場
所
な
ど

に
、
地
域
以
外
の
人
が
通
勤
な
ど

の
通
り
す
が
り
に
ご
み
を
置
い
て

行
く
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

他
の
地
域
か
ら
の
ご
み
は
集
積

場
所
の
管
理
に
支
障
を
き
た
し
ま

す
の
で
、
ご
み
は
自
分
の
地
域
の

集
積
場
所
に
ル
ー
ル
を
守
っ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

ご
み
出
し
は
ル
ー
ル
を
守
り
ま

し
ょ
う

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
缶
、
び
ん
な

ど
の
資
源
ご
み
は
、
中
身
を
空
に

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。特
に
油

類
、
医
薬
品
、
廃
棄
物
類（
し
尿
な

ど
）
を
入
れ
て
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

※ 
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
キ
ャ
ッ
プ
と

ラ
ベ
ル
を
外
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
・
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
の
粗
大
ご
み

は
、
収
集
車
の
火
災
の
原
因
に
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
灯
油
や
電
池

類
を
抜
き
取
っ
て
か
ら
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

廃
棄
物
対
策
課

フォーラム「けいはんなの
まちづくりを考える」

と　き　3月18日（日）午前11時～午後4時 30分
と ころ　同志社大学京田辺校地　ローム記念館各所（京田辺
市多々羅 1－ 3）
内　容
①フォーラム（12：30 開場、12：50 ～ 16：00）

　 ▽  パネルディスカッション「大都市近郊のまちづくり」

　 ▽基調講演「大学と地域社会の連携」

　 ▽けいはんなまちづくり提案プロジェクト
②イベント（10：00 ～ 16：00）
　 けいはんな博「パネル展」、KIDSまちづくりコーナー、環境
にやさしいものづくり体験（要予約）、けいはんなはなまる
マーケットなど
参加費　無料
申 し込み・問い合わせ　同志社大学京田辺校地総務課（℡
0774・65・7003）

環　境
　 ごみ出しのマナー・ルール

求　人
　 非常勤保健師
　 肢体不自由学級の非常勤介助員
　 ボランティア指導員登録者

子育て
　 おなかペコペコおやつレッスン

  けいはんなのまちづくりを考える
  大阪府警察官（巡査）募集
  ミルキィベビー教室
  マタニティー教室



(21)19.03.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

～パパとママのための～
マタニティー教室

ところ　ゆうゆうセンター 2階　体験学習室
持ち物　母子健康手帳・筆記用具
申 し込み・問い合わせ　健康増進課
　母子健康手帳の発行、妊娠の届け出はゆうゆうセンターで受け
付けています。各種専門職員が健康や育児に関する相談に応じてい
ます。

と　　き 内　　　　容
① 4月 4日（水）
13:00 ～ 15:40
〈自由参加〉

▽  妊娠中から知っておきたい子育て支援情報

▽先輩ママ・赤ちゃんとの交流

▽赤ちゃんとママのための食事

② 4月 11日（水） 
  9:10 ～ 12:00
〈自由参加〉

▽  助産師から「産前産後の身体について・知っ
ておきたい赤ちゃんの基礎知識」

▽赤ちゃんサロン体験

▽  赤ちゃんとパパ、ママの歯の教室 
　（コップ、歯ブラシ代100円が必要）

③ 4月 14日（土）
  9:10 ～ 12:00
〈予約制、4月 5
日から受付〉

 「もうすぐパパになる人が主役の教室」
　 ▽ちょっとお先に育児体験
　 ▽沐浴・妊婦体験
※祖父母の人もご見学ください。

　

 
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス　

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
指
導
員
登
録
者

　

今
年
か
ら
、
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
と
し
て
、
市
内
小
学
校
４

校
で
、
市
内
小
学
生
を
対
象
に
校

庭
な
ど
を
開
放
す
る
「
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
」を
実
施
し
ま
す
。

　
「
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
」
に
は
大

勢
の
子
ど
も
が
集
ま
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
子
ど
も
の
安

全
確
保
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

対 　

象　

18
歳
以
上
で
健
康
な
人

と 　

き　

毎
週
水
曜
日
午
後
３
時

　

非
常
勤
保
健
師

対 　

象　

保
健
師
免
許
を
持
っ
て

い
る
人

募
集
人
数　

１
人

業 

務
内
容　

健
康
増
進
課
が
所
管

す
る
母
子
保
健
・
老
人
保
健
事

業（
訪
問
含
む
）

勤 

務
時
間　

週
４
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
15
分

※ 

詳
細
は
面
接
の
上
、
決
定
し
ま

す
。

勤
務
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

賃　

金　

月
額
20
万
円
程
度

雇 

用
期
間　

４
月
１
日
〜
20
年
３

月
31
日

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

 

肢
体
不
自
由
学
級
の

非
常
勤
介
助
員

対 

象
・
資
格　

昭
和
36
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
で
、
看
護
師
の

免
許
を
持
っ
て
い
る
人

募
集
人
数　

１
人

勤 

務
時
間　

週
５
日
（
原
則
と
し

て
月
〜
金
曜
日
）
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分

勤
務
場
所　

交
野
小
学
校

雇 

用
期
間　

４
月
１
日
〜
20
年
３

月
31
日（
８
月
を
除
く
）

申 

し
込
み　

３
月
５
日
（
月
）
〜

16
日
（
金
）〈
土
・
日
曜
日
を
除

く
〉に
、履
歴
書（
市
販
の
も
の
）

と
看
護
師
免
許
の
写
し
を
、
郵

送
か
直
接
持
参
で
〒
５
７
６

－

０
０
５
２　

交
野
市
私
部

２

－

29

－

１　

学
務
課

問
い
合
わ
せ　

学
務
課

求　
人

〜
５
時
（
夏
・
冬
は
時
間
変
更

あ
り
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

20
日
（
火
）
ま
で
に
青
少
年
育

成
課

　

お
な
か
ペ
コ
ペ
コ

　

お
や
つ
レ
ッ
ス
ン

と 　

き　

３
月
20
日
（
火
）
午
前

９
時
30
分
〜
正
午

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

運
動
療
法
室

内 　

容　

手
軽
に
で
き
て
お
や
つ

に
も
な
る
朝
食
を
調
理
し
、
子

ど
も
と
一
緒
に
試
食

※ 

託
児
が
あ
り
ま
す
。託
児
に
必

要
な
も
の
（
お
む
つ
、
汚
れ
物

入
れ
な
ど
）
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

対 　

象　

２
歳
代
の
幼
児
と
そ
の

保
護
者

定　

員　

先
着
20
組

参
加
費　

１
組
２
０
０
円

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、三
角
巾
、ふ
き
ん
、筆
記

用
具

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

２
日（
金
）か
ら
健
康
増
進
課

子
育
て

　

無
理
な
く
、〝
自
分
な
り
〞
の
母

乳
育
児
の
仕
方
を
赤
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

４
月
４
日
（
水
）
午
後
１

時
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

内 　

容　

赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測

定
、
保
健
師
の
育
児
相
談
、
助
産

師
が
お
っ
ぱ
い
を
見
て
授
乳
の

相
談
に
の
り
ま
す

対 　

象　

生
後
３
か
月
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん

定 　

員　

20
組（
予
約
制
）

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
タ
オ

ル
申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

８
日（
木
）か
ら
健
康
増
進
課

ミ
ル
キ
ィ
ベ
ビ
ー
教
室
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子育て
　 ぽっぽちゃん講座
　 わんぱく教室
　 ピヨピヨ離乳食講習会
　 歯ッピー教室

健　康
　 メタボリックシンドローム予防教室
　 4 月の予防接種

  耳より健康コラム
  乳幼児の健診と相談
  5 月の集団健診

子
育
て

乳幼児の健診と相談
　子どもの発育・発達状態を確認し、心身ともに健やか
に成長されるようお手伝いします。
ところ　ゆうゆうセンター
持ち物　母子健康手帳
申し込み　直接会場
問い合わせ　健康増進課

4 か月児健診 4 月 3日（火）13:00 ～ 14:00

　対　象　18年 11月 11日～ 12月 10日生まれの乳児

1 歳 6 か月児健診 3月 20日（火）13:00～ 14:00

　対　象　17 年 8月生まれの幼児

2歳 6か月児健康スクール 3月 27日（火）13:00～ 14:00

　対　象　16 年 9月～ 10 月生まれの幼児

3 歳 6 か月児健診 3 月 14日（水）13:00 ～ 14:00

　対　象　15 年 8月生まれの幼児

育児相談 ①3月13日（火）9:30～10:30
②3月28日（水）9:30～10:30

　 身体計測、育児、歯、栄養の相談や遊びの紹介、絵本の
読み聞かせなどを行います。

　対　象　① 0歳児　② 1歳児以上

　肝臓のがん「肝がん」による死亡が増えています。
肝がんの主な原因は「B型肝炎」と「C型肝炎」で肝
臓の病気の80％を占めています。
　肝炎ウイルスは主に血液を介して感染し、日常生
活で感染することはほとんどありません。日本には
B型・C型肝炎ウイルスに約350万人の人が感染し
ていると推定されています。感染しても自覚症状は
ありませんが、気付かないまま放置すると慢性肝炎
になり、一部の人には肝がんへと進行する可能性が
あることから注意が必要です。
　肝炎ウイルスに感染しているかどうかは血液検査
で調べられます。早期発見・治療により、病気の進行
を遅くしたり止めたりすることが可能です。
　肝炎ウイルス検査を受けていない人は、基本健診
受診時に、ぜひ受けてみてください。
※  B型・C型肝炎ウイルス検査については、23ペ
ージ、「5月の集団健診」を参照してください。

問い合わせ　健康増進課（kenkou@city.katano.osaka.jp）

耳より健康コラム  Vol.34
肝炎ウイルス検査はお済みですか？

　

わ
ん
ぱ
く
教
室

と
き
・
コ
ー
ス
・
対
象

▽ 

火
曜
コ
ー
ス　

４
月
10
日（
火
）

〜
５
月
29
日
（
火
）〈
５
月
１
日

を
除
く
〉
の
毎
週
火
曜
日
（
全

７
回
）
＝
13
年
４
月
２
日
〜
17

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も

と
保
護
者

▽ 

水
曜
コ
ー
ス　

４
月
11
日（
水
）

〜
５
月
30
日
（
水
）〈
５
月
２
日

を
除
く
〉
の
毎
週
水
曜
日
（
全

7
回
）
＝
17
年
４
月
２
日
〜
18

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も

と
保
護
者

※ 

い
ず
れ
も
時
間
は
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
で
す
。

と 

こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
星
田
３

－

10

－

８　

星
田
保

育
園
内
）

定　

員　

各
12
組

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
、
初
参
加

の
人
や
第
１
子
を
優
先
し
ま

す
。

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
保

護
者
と
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
②
生
年
月
日
・
年
齢
・

性
別
③
住
所
④
電
話
番
号
⑤

兄
・
姉
の
有
無
と
連
れ
て
く
る

弟
・
妹
の
有
無
と
年
齢
を
記
入

し
、
３
月
12
日（
月
）〈
必
着
〉ま

で
に
〒
５
７
６

－

０
０
１
６
星

田
３

－

10

－

８　

星
田
保
育
園

内　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
わ

ん
ぱ
く
教
室
係

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡

８
９
１
・
１
７
９
３
）

　

ぽ
っ
ぽ
ち
ゃ
ん
講
座

　

親
同
士
で
、
子
ど
も
の
発
達
の

道
筋
と
、
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
遊

び
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と 　

き　

４
月
13
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

ご
ろ
り
ん
期
（
お
お
む

ね
生
後
４
か
月
〜
８
か
月
）
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※ 

以
前
に
、
ご
ろ
り
ん
期
で
参
加

し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
参
加
で

き
ま
せ
ん
。

※ 

き
ょ
う
だ
い
の
保
育
は
あ
り
ま

せ
ん
。

定　

員　

20
組

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

12
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課



(23)19.03.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

5月の集団健診（ゆうゆうセンター実施）
と　き 健（検）診名 対　　象 定員 結果報告 健（検）診内容

9 日（水） 総合健診D 40歳以上の人
※ 総合健診Dは、5月30日㈬・
31日㈭・6月1日㈮のいずれか
の結果説明会に参加できる人。

60 人 説明会 ▽基本健康診査（必須）＋生活機能評価（65歳以上）

▽がん検診（胃・肺・大腸・前立腺）

▽女性がん検診（乳がん・子宮がん）
※女性のみ。9日は除きます。

▽ B・C型肝炎ウイルス検査

▽骨粗しょう症検診

23日（水） 総合健診A 70人
郵　送

16日（水） 総合健診 F 40歳～ 64歳の女性 70人

9・23日 結核検診 65歳以上の人 20人

郵　送

胸部レントゲン
9・16・23日 骨粗しょう症検診 18歳以上の人 20人 骨密度検査

16・23日

子宮がん検診 20歳以上の女性 20人 子宮頸部細胞診

乳がん検診 40 歳以上で、奇数年生
まれ（元号）の女性 15人 視触診＋マンモグラフィー

39歳以下の基本健診 16歳～ 39歳の人 20人 基本健康診査（ゆうゆうセンターのみ実施）

健（検）診の対象と料金（70歳以上の人は無料、生活保護・市民税非課税世帯は事前申込で確認の上、無料）
健（検）診名 対　象 料　金 健（検）診名 対　　象 料　金

基本健康診査 16歳以上の人 1,000 円

B・C型肝炎
ウイルス検査

①  19 年 4 月 ～ 20 年 3 月 に 40、45、50、55、
60、65、70歳になる人

②過去に肝機能異常を指摘された人
③ 手術や出産時などに多量に出血し、定期的に肝機
能検査を受けたことのない人
※ 肝機能のことで治療中の人、肝炎ウイルス検査を
すでに受けた人は除きます。

1,000 円
　生活機能評価 65歳以上の人 無　料

胃がん検診 40歳以上の人 個別　 1,500 円
集団　　 600 円

大腸がん検診 40歳以上の人 600円
肺がん検診 40歳以上の人 600円 前立腺がん検診 50歳以上の男性 1,000 円
喀痰検査 40歳以上の人 600円 子宮がん検診

（子宮頸部細胞診）
20 歳以上の女性（医師が指示した場合の
み、子宮体部細胞診〈別途 600円〉） 600円

骨粗しょう症検診 18歳以上の人 1,000 円
結核検診 65歳以上の人 無　料 乳がん検診 40歳以上で、奇数年生まれ（元号）の女性 2,000 円
申し込み・問い合わせ　3月 20日（火）午前 9時から健康増進課

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２
階

費　

用　

無
料

対 　

象　

生
後
３
か
月
〜
６
か
月

未
満

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

※ 

生
後
６
か
月
を
過
ぎ
る
と
有
料

で
の
任
意
接
種
に
な
り
ま
す
。

医
師
の
指
示
で
6
か
月
ま
で
に

接
種
で
き
な
い
人
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

ひ
き
つ
け
（
け
い
れ
ん
）
を
起

こ
し
た
こ
と
の
あ
る
人
や
、
疾

患
な
ど
で
定
期
的
に
医
師
の
診

察
を
受
け
て
い
る
人
は
、
主
治

医
と
相
談
の
う
え
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※ 

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
服
用
し
て
い

る
人
、軟
こ
う
を
塗
っ
て
い
る
人

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 
詳
し
く
は
「
わ
が
家
の
健
康
管

理
」
と
、「
予
防
接
種
手
帳
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
本
脳
炎
に
つ
い
て

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、
現

在
も
積
極
的
な
勧
奨
は
見
合
わ
せ

て
い
ま
す
。定
期
接
種
年
齢
を
超

え
る
恐
れ
の
あ
る
人
、
接
種
間
隔

が
乱
れ
て
い
る
人
は
、
健
康
増
進

課
ま
た
は
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

４
月
の
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

と 　

き　

４
月
５
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
45
分

　

 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
予
防
教
室（
基
礎
編
）

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
予
防
す
る
食
事
・
運
動
な
ど
の

生
活
習
慣
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
を
学

び
ま
し
ょ
う
。

と 　

き　

４
月
13
日
（
金
）
午
後

１
時
〜
３
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

対 　

象　

腹
囲
、
高
血
圧
、
高
脂

血
症
、血
糖
値
が
気
に
な
る
人

定　

員　

30
人

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

12
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

健　
康

　

ピ
ヨ
ピ
ヨ

　

離
乳
食
講
習
会

と　

き　

４
月
３
日（
火
）

①
午
後
２
時
30
分
〜

②
午
後
３
時
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

２
〜
６
か
月
の
乳
児
を

持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

歯
ッ
ピ
ー
教
室

と 　

き　

４
月
５
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

親
子
健
康
教
室

対 　

象　

１
歳
前
後
の
前
歯
が
生

え
そ
ろ
っ
て
い
る
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

定　

員　

10
組（
予
約
制
）

費　

用　

１
０
０
円

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

16
日（
金
）か
ら
健
康
増
進
課
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下
、
廃
プ
ラ
）」
を
分
別
収
集
す
る
必
要
が

あ
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ 　

大
量
生
産
・
消
費
・
廃
棄
で
ご
み
が
増

え
、
燃
や
し
た
ご
み
を
最
終
的
に
処
分
す

る
と
こ
ろ
が
足
り
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
を
燃
や
す
と
き
に
出
る
二
酸

化
炭
素
も
増
加
し
て
い
る
の
で
、
地
球
温

暖
化
な
ど
の
環
境
悪
化
が
引
き
起
こ
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、
ご
み
の
減
量

を
掲
げ
た
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

が
平
成
12
年
に
作
ら
れ
ま
し
た
。プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
お
菓
子
の
袋
や
食
料
品
の

カ
ッ
プ
、
パ
ッ
ク
な
ど
を
燃
や
さ
ず
に
資

源
化
す
る
取
り
組
み
が
、
全
国
で
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

Ｑ 　

松
塚
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
に
選
ん
だ
理

由
は
。

Ａ 　

戸
建
て
住
宅
地
域
と
団
地
・
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
の
集
合
住
宅
地
域
で
、
別
々
に
モ

デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
、

松
塚
地
区
は
両
方
を
兼
ね
備
え
、
区
か
ら

も
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
と
回
答
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。ま
た
、
約
７
０
０
と
い
う

世
帯
数
も
調
査
に
適
し
た
数
で
し
た
。

Ｑ 　

ど
の
よ
う
に
し
て
廃
プ
ラ
を
出
せ
ば
よ

い
の
で
す
か
。

Ａ 　

モ
デ
ル
地
区
で
は
、
配
布
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
基
に
廃
プ
ラ
を
分
別
し
、
毎
週

金
曜
日
に
普
通
ご
み
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

出
し
て
も
ら
う
と
い
う
方
法
を
採
用
し
て

い
ま
す
。

Ｑ 　

実
際
に
収
集
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
住
民

の
反
応
は
。

Ａ 　

ま
だ
２
回
し
か
収
集
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
普
通
ご
み
に
含
ま
れ
る
廃
プ
ラ
の
容

積
は
40
％
ほ
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
通
り
、

分
別
後
は
普
通
ご
み
の
量
が
大
幅
に
減
っ

た
と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ 　

収
集
中
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
は
あ
り
ま
し

た
か
。

Ａ 　

始
ま
っ
た
ば
か
り
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
普
通
ご
み
や
ア
ル
ミ
缶
な
ど
が
一
緒

に
入
っ
て
い
る
も
の
が
、
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

Ｑ 　

市
内
全
域
で
分
別
を
始
め
る
の
は
い
つ

か
ら
で
す
か
。

Ａ 　

平
成
20
年
２
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
今
年
の
９
月
ご
ろ
か
ら
、
市
内
全
域

で
説
明
会
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 　

市
内
全
域
で
の
実
施
に
は
、
ど
う
い
う

問
題
が
予
想
さ
れ
ま
す
か
。

Ａ 　

や
は
り
、
分
別
は
面
倒
く
さ
い
と
い
う

意
見
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
、
廃
プ
ラ
に
つ

い
て
、
住
民
は
分
別
し
て
出
す
義
務
、
行

政
は
収
集
と
中
間
処
理
を
す
る
義
務
、
事

業
者
は
再
生
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
ま

す
。そ
の
点
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

松
塚
地
区
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
な
ど
分
別
収
集
開
始

Vol.32

　

１
月
12
日
（
金
）
か
ら
、
松
塚
地
区
で
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
や
包
装
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
（
通
称
：
廃
プ
ラ
）
を
普
通
ご
み
か
ら

分
別
し
て
収
集
す
る
事
業
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
平
成
20
年
か
ら
市
内
全
域
で

分
別
収
集
を
始
め
る
た
め
の
モ
デ
ル
事
業

で
、
増
え
続
け
る
ご
み
の
中
か
ら
、
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
も
の
を
選
別
し
、
で
き
る
だ
け

ご
み
を
減
ら
そ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　

今
回
は
、
広
聴
広
報
課
で
職
場
体
験
学
習

中（
１
月
24
日
〜
26
日
）の
２
中
生
と
一
緒
に
、

事
業
を
担
当
す
る
市
の
廃
棄
物
対
策
課
と
、

モ
デ
ル
地
区
に
選
ば
れ
た
松
塚
の
み
な
さ
ん

の
双
方
を
訪
ね
ま
し
た
。

問 

い
合
わ
せ　

廃
棄
物
対
策
課
・
広
聴
広
報

課（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

廃
棄
物
対
策
課

Ｑ 　

ま
ず
最
初
に
、
な
ぜ
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
容
器
や
包
装
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
以

身近なもので分別方法を説明する
廃棄物対策課の松下課長

取材当日（1月26日）は職場体験中の
2中生が収集作業を体験していました



(25)19.03.01

私たちが取材しました
～2中 2年生の職場体験学習～

松
塚
地
区

Ｑ 　

実
施
ま
で
に
地
区
内
で
啓
発
活
動
は
行

い
ま
し
た
か
。

Ａ 　

昨
年
の
11
月
か
ら
毎
週
日
曜
日
に
合
計

９
回
の
説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。廃
棄
物

対
策
課
の
職
員
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
回

収
で
き
る
も
の
と
回
収
で
き
な
い
も
の

の
見
本
を
示
し
な
が
ら
、
分
け
方
と
出
し

方
を
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。最
終
的

に
地
区
内
全
世
帯
の
３
分
の
１
に
あ
た
る

３
１
０
人
も
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｑ 　

１
回
目
の
回
収
後
、
地
域
の
み
な
さ
ん

の
反
応
は
。

Ａ 　

食
料
品
の
カ
ッ
プ
や
パ
ッ
ク
、
容
器
な

ど
を
洗
う
と
、
乾
か
す
時
間
が
か
か
る
の

で
ぞ
う
き
ん
を
用
意
し
て
い
る
と
い
っ

た
意
見
や
驚
く
ほ
ど
普
通
ご
み
が
少
な
く

な
っ
た
の
で
、
い
か
に
廃
プ
ラ
が
多
い
か

を
実
感
し
た
な
ど
と
い
う
声
が
挙
が
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ 　

分
別
す
る
う
え
で
、
大
変
な
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

Ａ 　

容
器
な
ど
を
洗
う
の
が
少
し
手
間
で
す

が
、
慣
れ
れ
ば
気
に
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。家
庭
で
ご
み
箱
を

分
け
れ
ば
、ス
ム
ー
ズ
に
分
別
で
き
、思
っ

た
ほ
ど
大
変
で
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。子
ど
も
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
が
い
る
と

こ
ろ
で
は
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
分
別
さ
れ
て

い
る
と
い
う
話
も
聞
い
て
い
ま
す
。

Ｑ　

今
後
の
動
き
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ 　

廃
棄
物
対
策
課
が
収
集
し
た
も
の
を
分

析
し
て
、
分
別
間
違
い
や
排
出
量
の
デ
ー

タ
を
地
域
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
基

に
地
域
内
で
さ

ら
な
る
啓
発
を

し
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ｑ 　

分
別
収
集
に

つ
い
て
期
待
す

る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

Ａ 　

廃
プ
ラ
の
資
源
化
に
よ
っ
て
ご
み
を

減
ら
す
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
過
剰

な
商
品
包
装
も
減
れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま

す
。他
に
は
、「
廃
プ
ラ
を
１
㌔
集
め
れ
ば
、

原
油
の
何
㍑
に
相
当
し
ま
す
」
や
「
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
削
減
に
こ
れ
ぐ
ら
い
寄

与
し
ま
す
」の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
示
し
て
、

廃
プ
ラ
分
別
の
必
要
性
を
訴
え
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ 　

地
区
内
で
行
わ
れ
て
い
る
廃
プ
ラ
以
外

の
環
境
へ
の
取
り
組
み
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ 　

長
年
、地
域
の
み
な
さ
ん
が
、郡
津
駅
前

の
花
壇
の
植
え
替
え
や
手
入
れ
を
さ
れ
て

い
た
り
、年
２
回
、シ
ニ
ア
松
塚
の
み
な
さ

ん
が
「
ご
み
ゼ
ロ
」
活
動
で
、
地
域
内
の
ご

み
を
収
集
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。他
に

も
沿
線
道
路
や
公
園
の
美
化
、
除
草
な
ど

幅
広
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。最
近
で
は
、

免
除
川
沿
い
の
地
域
の
人
た
ち
が
集
ま
っ

て
、
遊
歩
道
に
落
ち
て
い
る
犬
の
ふ
ん
を

回
収
す
る
活
動
に
も
有
志
が
参
加
し
て
い

ま
す
。さ
さ
や
か
で
す
が
、地
域
環
境
を
良

く
す
る
こ
と
が
、
地
球
環
境
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

取 材を受ける松塚地区のみなさん
藤原誠之祐さん（松塚区長）、東宏さん（松塚副区
長）、上田貞彦さん（松塚地区連絡協議会会長）、硲
寿子さん・安永勇さん（4Rメンバー）〈写真右から〉

地区内に配布した分別のためのパンフレット

プラスチック製容器包装に
ついている識別マーク

普通ごみのステーションを利用

谷和樹さん
　1日目はとても緊張しま
したが、インタビューや写
真撮影など、いかにも「取
材」という仕事が楽しかっ
たです。でも、文章がなか
なかまとまらず、仕事は次
の日に残したくないなと
思いました。

三橋知弘さん
　取材で、いきなり見ず知
らずの人とコミュニケー
ションを取るのは、難しい
なと思いました。とても緊
張したけれど、こういうこ
とが経験できて良かった
と思います。
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春日野部屋がやってくる
　3月 11日（日）～ 25日（日）に大阪府立体育会館で
開催される大相撲大阪場所（3月場所）に備え、春日野
部屋が、4年連続で星田会館に宿舎を置きます。
　2月 27 日（火）から稽古が始まっていますので、3
月場所中は、星田周辺で力士らが歩いている姿を見る
ことができるでしょう。

AA L BB U M
あ る ば む

和菓子作り体験交流会
　1月 24日（水）、星田幼稚園父母会がゆうゆうセンタ
ー調理実習室で和菓子作り体験の交流会を開きました。
　34人のお母さんたちは、先生からお菓子の作り方を
教わり、レシピを手に、水ようかん、ういろう、三笠など
の菓子作りに挑戦しました。
　作り終わった後、控え室で待っていた幼児も加わっ
て、出来立ての品々を味わいました。

交野市行政対象暴力対策連絡協議会が発足
　1月 18 日（木）、市役所本館で市職員や枚方警察
署員ら 23人が出席して、暴力団や右翼が、不当な利
益を得るために市や市職員に行う違法行為や不当な
行為である行政対象暴力を予防・排除する目的で、
交野市行政対象暴力対策連絡協議会の発足式が開か
れました。
　河西陽三会長は「市自らの危機管理の観点から、市
と警察が互いに連携を強め、情報の共有を図りなが
ら、市職員も行政対象暴力に対する認識を深め、不
測の事態にも適切に対応して、暴力や不当要求に敢
然と立ち向かっていきたい」とあいさつしました。

冬の樹木観察ハイキング
　1月 21日（日）、機物神社から交野山、白旗池一帯
で市民ら約 30人が参加して冬の樹木観察ハイキン
グが行われました。
　資料「森や樹木の見方」をもとに、針葉樹や広葉樹、
常緑樹や落葉樹などの見分け方を学び、いきものふ
れあいセンターでは講師の渡辺晋一郎さんが、木の
葉の見分け方など顕微鏡を使って説明しました。
　また、参加者は、山中の樹木にかかっている木の
名前の書かれた古い名札を、新しい名札に付け替え
ました。
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AA L BB U M
史跡と野鳥をテーマに市民教養講座
　1月 17日（水）、市民教養講座第 3部「街道をゆくー
歴史と自然を訪ねてー」が、市民ら約 80人が参加して
開かれました。
　「史跡と野鳥」をテーマにした課外講座で、参加者は、
平城京跡で 7人の現地ボランティアの解説を受け、水
上池では、交野野鳥の会の平研さんの野鳥の説明に熱
心に耳を傾け、恭仁宮跡や大和民俗公園などを巡り、い
にしえの都をしのびつつ自然を満喫していました。

桃の節句を祝ってひな飾り
　星田山手の前田芳子さん宅では、部屋いっぱいに飾ら
れたひな人形を見ようと、毎年、近所の人や知人が大勢
訪れます。
　今年も 2月 4日から、有田焼や九谷焼、繭玉など旅先
で収集したものやパッチワークで作ったものなど約120
点を飾っています。
　飾り付けに余念のない前田さんは「4月 3日まで展示
していますので、興味のある方は、ぜひ見学にお越しく
ださい」と話していました。
※問い合わせは、前田さん（℡   893・3696）

街
で
見
か
け
た　

　

ち
ょ
っ
と
良
い
話

女
声
コ
ー
ラ
スT's echo

　

結
成
か
ら
６
年

　
　
　
　

単
独
コ
ン
サ
ー
ト
成
功
！

　

市
内
の
女
声
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

「T
's echo

（
テ
ィ
ー
ズ 

エ
コ
ー
）」が
、

昨
年
の
11
月
26
日
に
、
大
阪
市
中
央
公

会
堂
で
単
独
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
、
見

事
に
成
功
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　

市
少
年
少
女
合
唱
団
Ｏ
Ｇ
が
集
ま
り
、

12
年
９
月
に
発
足
し
た
同
グ
ル
ー
プ
。

か
つ
て
の
指
導
者
で
恩
師
の
笠
井
敏
郎

さ
ん
の
教
え
を
守
り
、「T

's echo

」は
、

「
と
し
ろ
う（
Ｔ
）の
ひ
び
き
」を
大
切
に

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

目
標
は
「
脱
・
少
女
の
声
」。あ
る
時
、

ス
テ
ー
ジ
後
に
「
お
若
い
で
す
ね
。少
女

の
合
唱
み
た
い
で
き
れ
い
で
す
」
と
誉

め
ら
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
言
葉
は
メ

ン
バ
ー
の
胸
に
ず
し
り
と
響
き
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
は
も
う
大
人
の
女
性
。で

も
少
年
少
女
合
唱
団
の
時
に
培
っ
た
発

声
法
で
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
「
少
女

合
唱
」
に
し
か
な
ら
な
い
。正
真
正
銘
の

「
女
声
」
コ
ー
ラ
ス
に
な
り
た
い
。メ
ン

バ
ー
は
真
剣
に
そ
う
考
え
ま
し
た
。

　

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
、
30
代
の
女
性

13
人
ほ
ど
で
、
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
の

山
田
（
旧
姓　

庄
子
）
洋
江
さ
ん
の
も
と

で
、
地
道
な
練
習
を
積
み
重
ね
、
月
に
一

度
の
練
習
を
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
続
け
て

い
ま
す
。

　
『T

's echo C
oncert

「
祈
り
」』
と

題
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
バ
ッ
ハ
の

「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」
な
ど
の
ク
ラ
シ
ッ

ク
の
名
曲
や
、
三さ

ん
し
ん線
の
伴
奏
に
よ
る
「
島

唄
」や「
涙
そ
う
そ
う
」な
ど
を
披
露
し
、

会
場
内
は
大
き
な
拍
手
で
わ
き
か
え
り

ま
し
た
。

　

代
表
の
香
村
紀
子
さ
ん
は
「
こ
れ
を

機
に
、
定
期
的
な
演
奏
会
が
で
き
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
。今
後
の
活
躍

が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

広
報
レ
ポ
ー
タ
ー　

三
原　

志
保

中央公会堂で単独コンサート
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星田村大絵図

かたの歴史探訪

歴史民俗資料展示室へようこそ

かたの歴史探訪
交野の絵図

　

江
戸
時
代
、幕
府
の
命
に
よ
り
、

正
保
・
元
禄
・
天
保
の
こ
ろ
に
３

回
に
わ
た
っ
て
全
国
規
模
で
国
ご

と
の
地
図
が
作
製
さ
れ
、
あ
わ
せ

て
村
ご
と
の
詳
細
な
地
図
も
作
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
交
野
の
絵
図
」
を
テ

ー
マ
に
、
そ
の
時
に
作
ら
れ
た
星

田
村
絵
図
や
倉
治
村
の
絵
図
、
江

戸
時
代
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

星
田
村
の
絵
図

　

星
田
村
の
絵
図
は
、「
星
田
村
大

絵
図
」「
元
禄
十
年
星
田
村
絵
図
」

「
天
保
十
四
年
星
田
村
絵
図
」（
元

禄
10
年
＝
１
６
９
７
年
、
天
保
14

年
＝
１
８
４
３
年
）の
３
点
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
ら
は
昨
年
９
月
に
市
指

定
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

絵
図
を
見
る
と
、
方
角
が
ま
ち

ま
ち
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。「
元
禄
十
年
星
田
村
絵

図
」
で
は
、
南
の
方
角
に
あ
る
山

並
み
が
現
在
の
地
図
と
は
逆
に
上

（
北
）
に
描
か
れ
、
地
図
中
の
場
所

な
ど
を
示
す
文
字
も
上
下
左
右
に

四
方
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
絵
図
を
広
間
に
広
げ

て
自
由
に
見
や
す
い
よ
う
に
書
か

れ
た
も
の
な
の
で
す
。

　

絵
図
は
地
図
と
し
て
は
大
ま
か

な
も
の
で
す
が
、
当
時
の
絵
師
が

山
・
川
・
道
・
集
落
・
領
地
な
ど

を
絵
画
的
に
描
い
て
い
て
、
当
時

の
景
観
や
様
子
が
分
か
る
貴
重
な

も
の
で
す
。

絵
図
か
ら
見
る
星
田
村

　
「
天
保
十
四
年
星
田
村
絵
図
」

に
は
、
当
時
の
小
字
名
が
書
か
れ

て
お
り
、
地
名
を
知
る
手
が
か
り

に
な
り
ま
す
。ま
た
、
山
の
色
か

ら
「
は
げ
山
」
が
広
が
っ
て
い
る

様
子
が
分
り
ま
す
。生
活
に
欠
か

せ
な
い
薪
を
作
る
た
め
に
乱
伐
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
元
禄
十
年
星
田
村
絵
図
」
と

見
比
べ
る
と
元
禄
10
年
か
ら
天
保

14
年
の
約
１
５
０
年
間
に
星
田
村

か
ら
私
市
に
か
け
て
、
は
げ
山
が

か
な
り
増
え
て
い
る
の
が
分
り
ま

す
。

徳
川
家
康
御
殿
屋
敷

　

大
坂
の
役
で
家
康
宿
陣
の
地

　
「
元
禄
十
年
星
田
村
絵
図
」
に
、

善
林
寺
か
ら
東
へ
行
き
、
路
地
を

北
に
入
っ
た
所
に
数
段
の
石
積
み

と
柵
ら
し
き
も
の
が
描
か
れ
「
御

殿
屋
敷
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
徳
川
家
康
が
大
坂
夏
の
陣

の
と
き
に
兵
を
引
き
連
れ
て
泊
ま

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

村
の
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
慶

長
20
年
（
１
６
１
５
年
）
５
月
５

日
、
徳
川
家
康
は
朝
に
京
都
二
条

城
を
出
発
し
、
東
高
野
街
道
を

進
ん
で
夕
方
に
星
田
に
着
き
、
三

河
の
出
身
で
家
康
と
ゆ
か
り
の

深
い
、
村
の
長
の
平ひ
ら
い
き
よ
さ
だ

井
清
貞
宅
に

１
万
５
０
０
０
人
の
兵
を
引
き
連

れ
て
宿
陣
し
ま
し
た
。

　

平
井
家
で
は
早
く
か
ら
連
絡

を
受
け
て
い
た
の
で
、
１
町
（
約

１
万
平
方
㍍
）
あ
る
広
大
な
屋
敷

の
北
に
あ
る
奥お
く
し
ょ
い
ん

書
院
を
修
繕
し
て

待
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
に
星
田
村
大
部
分
の

領
主
に
な
る
市
橋
氏
の
市い
ち
は
し
な
が
か
つ

橋
長
勝

は
、
前
も
っ
て
兵
を
遣
わ
し
て
村

の
守
り
を
固
め
た
の
で
、
近
隣
の

村
は
大
坂
方
（
豊
臣
方
）
に
焼
き

払
わ
れ
ま
し
た
が
、
星
田
は
焼
か

れ
ず
に
済
み
、
家
康
は
一
夜
を
ゆ

っ
く
り
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

翌
日
、
家
康
は
四
條
畷
の
徳
川

秀
忠
軍
と
大
阪
城
を
攻
め
、
豊
臣

氏
を
滅
ぼ
し
ま
し
た
。こ
の
と
き
、

家
康
の
旗
印
は
、
平
井
家
が
代
々

そ
の
別
当
職
を
つ
と
め
る
、
新
宮

元禄十年星田村絵図

天保十四年星田村絵図
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神
社
ま
で
の
道
の
両
端
に
松
の
木

が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。地
域
の

お
年
寄
り
の
話
で
は
、
雨
の
と
き

も
傘
を
さ
さ
な
く
て
も
よ
か
っ
た

そ
う
で
す
が
、
現
在
は
そ
の
面
影

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

倉
治
村
を
洪
水
か
ら
守
っ
た
免

除
川
も
す
で
に
村
の
南
に
流
れ
て

い
ま
す
。交
野
山
を
中
心
と
し
た

山
の
尾
根
に
は
木
々
が
描
か
れ
て

い
ま
す
が
、
ま
ば
ら
な
様
子
が
う

か
が
え
ま
す
。

江
戸
時
代
の
暮
ら
し

　

当
時
、
交
野
市
内
に
は
８
つ
の

村
が
あ
り
ま
し
た
。倉
治
・
郡
門

（
郡
津
）・
私
部
・
寺
・
森
・
傍
示
・

山
八
幡
宮
の
庭
の
松
に
高
く
掲
げ

ら
れ
ま
し
た
。後
に
こ
れ
を
「
旗

掛
け
松
」
と
い
い
、
星
田
名
所
記

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
平
井
家
の
北
西
に
隣
接

し
て
、
大
坂
の
役
よ
り
１
９
０
年

後
の
文
化
３
年
（
１
８
０
６
年
）

に
、
当
時
の
領
主
・
市い
ち
は
し
な
が
あ
き

橋
長
昭
と

平
井
家
の
当
主
・
平ひ
ら
い
さ
ぶ
ろ
う
う
え
も
ん

井
三
郎
右
衛
門 

貞さ
だ
と
よ豊
と
で
建
て
た
記
念
石
碑「
神し
ん
そ祖 

営え
い
し
の
ひ

趾
之
碑
」が
立
っ
て
い
ま
す
。

天
保
十
四
年
倉
治
村
絵
図

　

こ
の
絵
図
は
江
戸
時
代
の
倉
治

村
の
絵
図
と
し
て
現
在
分
か
っ
て

い
る
唯
一
の
も
の
で
す
。こ
の
絵

図
で
は
、
機
物
神
社
の
南
に
も
鳥

居
が
あ
り
、
大
き
な
道
が
続
い
て

い
ま
し
た
。そ
の
先
に
は
、
江
戸

時
代
初
期
ま
で
続
い
た
有あ
り
け家
集
落

が
あ
っ
た
こ
と
が
発
掘
調
査
で
分

か
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、「
神
宮
寺
」「
鶴つ
る

ヶ

峰み
ね

」「
南み
の
が
し
ら頭」
と
い
っ
た
倉
治
村
の

出で
ご
う郷

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
濱は
ま

の

池い
け

」と「
宮み
や
し
ろ
の
い
け

代
之
池
」と
い
う
池
も

あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
境
が
な
く

な
り
「
源
氏
池
」
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、
源
氏
の
滝
か
ら
機
物

私
市
・
星
田
の
村
で
す
。

　

江
戸
幕
府
は
太
閤
検
地
を
引
き

継
ぐ
か
た
ち
で
検け

み見
（
稲
の
出
来

具
合
を
見
て
、
生
産
高
を
予
測
す

る
）
を
行
い
、
村
々
の
石
高
と
年

貢
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
を
幕

府
が
直
接
支
配
し
た
り
、
徳
川
家

の
家
臣
（
旗
本
）
や
譜
代
大
名
に

支
配
さ
せ
、
村
に
は
代
官
、
庄
屋
、

年
寄
、
百
姓
代
な
ど
を
置
い
て
厳

し
く
取
り
立
て
ま
し
た
の
で
、
農

民
の
暮
ら
し
は
決
し
て
裕
福
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
村
の
治
安
維
持
の
た
め

に
５
人
組
の
自
治
組
合
を
組
織
さ

せ
、
キ
リ
シ
タ
ン
、
悪
事
を
す
る

者
、
逃
亡
者
な
ど
を
取
り
締
ま
り

ま
し
た
。

　

歴
史
民
俗
資
料
展
示
室
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
解
説
員
が
、
資
料
室
の

展
示
品
や
そ
の
時
代
背
景
・
暮
ら

し
な
ど
を
紹
介
す
る
「
か
た
の
歴

史
探
訪
」
コ
ー
ナ
ー
も
今
回
で
最

終
回
に
な
り
ま
す
。こ
の
コ
ー
ナ

ー
を
機
会
に
展
示
室
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
交
野
の
歴
史
を
再
発
見

し
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
、交
野
市
史
を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
文
献
書
類
な
ど
を
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を

申
し
添
え
、
関
係
各
位
に
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
い
間
お
読
み
い
た
だ
き
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。み
な
さ
ん
の
ご
来
訪
を
展

示
室
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
展
示
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説
員

村
田　

義
朗

江戸時代後半の村の推定人口・石高・領主

倉治 約 450人 約 1,087 石 旗本・久貝氏
郡津 約 500人 約 870 石 旗本・片桐氏、小田原藩・大久保氏
私部 約 950人 約 1,590 石 旗本・畠山氏、小田原藩・大久保氏
寺 約 300人 約 341 石 石清水八幡宮・幕府領
森 約 300人 約 334 石 小田原藩・大久保氏
傍示 約 40人 約 39石 幕府領
私市 約 300人 約 578 石 旗本・越智氏、幕府領

星田 約 1,600 人 約 1,529 石 仁正寺藩（のちの西大路藩）・市橋氏、
小田原藩・大久保氏、石清水八幡宮

天
保
十
四
年
倉
治
村
絵
図

旗
掛
け
松
（
星
田
名
所
記
よ
り
）

神
祖
営
趾
之
碑
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市
民
Ｑ
＆
Ａ　

　
　
　
　
　
　

は
〜
い
！
こ
ち
ら
は
広
報
で
す

、

Ｑ 　

近
所
の
友
達
を
集
め
て
新
し
く

サ
ー
ク
ル
を
作
っ
た
の
で
、
活
動

場
所
と
し
て
、
市
の
施
設
の
部
屋

を
借
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
る
施
設
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｍ
さ
ん

児　童　書

　今回は、ページをめくる驚き、
期待する喜びを味わえる楽しい
絵本を紹介します。

「ぴょーん」（ポプラ社）

　「かえるがぴ
ょーん」「ねこ
がぴょーん」「い
ぬがぴょーん」
…、わかりやす
い言葉と動きの
繰り返しが楽しい絵本です。縦
向きに本を開くと、前のページ
で準備をしている動物たちが、
次のページで思い切り高く跳び
はねます。動物たちがジャンプ
する姿はリアルながらもユーモ
ラス。見ている赤ちゃんも思わ
ず「ぴょーん」と一緒にジャン
プをしたくなるはずです。
　抱っこして「ぴょーん」とさ
せてあげたり、少し大きくなっ
たら自分で「ぴょーん」と跳ん
だりして遊ぶこともできるでし
ょう。
　絵本の世界を一緒に体験する、
ふれあい遊びのひとつとしても
おすすめです。

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡ 891・1825）、青年の家図書室（℡ 893・4881）

一　般　書
ごろんごろん
　まつおかたつひで　ポプラ社
ソラマメの絵本
　木暮秩　農山漁村文化協会
こんにちは、ビーバー
　佐藤英治　福音館書店
なまえをみてちょうだい
　あまんきみこ　フレーベル館
プチ・ニコラの初恋
　ルネ・ゴシニ　偕成社
おむすびころりん
　松谷みよ子　童心社
ブンダバーとモモ
　くぼしまりお　ポプラ社

シニアに優しい旅のコツ
　田中嘉文　角川書店
植物診断室
　星野智幸　文藝春秋
山菜見極め図鑑
　大海淳　大泉書店
日々パワー
　堀川波　ポプラ社
私のスフレ
　林真理子　マガジンハウス
やさしく作れるはじめての陶芸
　上村祥雄ほか　日本文芸社
旬の駅弁名鑑 800
　塩入志津子　講談社

Ａ 　

部
屋
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

る
施
設
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

 　

貸
し
出
し
て
い
る
部
屋
、
貸
し

出
し
方
法
、
料
金
、
使
用
に
つ
い

て
の
詳
細
な
ど
は
各
施
設
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広 

聴
広
報
課（
℡
８
９
２・
０
１
２
１
）

部屋の貸し出しを行っている施設の一覧

施設名
所在地
電話番号

主な部屋

青年の家
私部 2－ 29－ 1
℡ 892・7721

研修室、音楽練習室、
演奏練習室など

武道館
私部 2－ 29－ 3
℡ 892・7721
（青年の家）

専修室、研修室
作法室

いきいきランド交野
向井田 2－ 5－ 1
℡ 894・1181

会議室、控室など

星の里いわふね
私市 9－ 4－ 8
℡ 893・3131

会議室、研修室など

ゆうゆうセンター
天野が原町 5－ 5－ 1
℡ 893・6400

会議室、和室、調理室
など

星田市民センター
星田 1－ 49－ 5
℡ 891・2031

和室、研修室、対策室

第 1児童センター
幾野 2－ 6－ 1
℡ 893・1144

会議室、和室など

星田西体育施設
星田西 3－ 28－ 1
℡ 893・7721

研修室など



(31)19.03.01

法律相談（弁護士）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人（予約制）
夜間法律相談（弁護士）　
　22日（木）18時～21時、市役所別館、定員6人（予約制）
　【法律相談、夜間法律相談の予約は相談日の1週間前（休
　 日の場合はその翌日）の9時30分から電話で広聴広報
課（℡   892・0121）】
登記相談（司法書士・土地家屋調査士）
　14日（水）13時～15時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
　 10日（土）星田市民センター、16日（金）市役所別館、
いずれも13時30分～16時
年金なんでも相談（社会保険労務士）
　 27日（火）13時～16時、市役所別館
行政書士市民無料相談（行政書士）
　28日（水）13時～15時、市役所別館
※問い合わせ　広聴広報課（℡   892・0121）

心身障がい者福祉相談（身体・知的障害者相談員）
　 第1・3水曜日13時～16時、ゆうゆうセンター
身体障がい者・知的障がい者・精神障がい者でんわ相談
　（社会福祉士、精神保健福祉士）
　 毎日9時～正午と13時～ 17時30分
知的障害児（者）相談支援センター「てら、サポ」（社会福祉士）
　毎週月・金曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
精神障害者地域生活相談センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
障害者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　 毎週火・木曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
※ 問い合わせ　障がい福祉課（℡   893・6400　℻   891・6241）
でんわ高齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士）
　 毎日9時～正午と13時～17時30分、ゆうゆうセンター
内地域包括支援センター（℡   893・6423）
※ 問い合わせ　社会福祉協議会（℡   893・6400）
健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　2日（金）と16日（金）13時30分～15時、青年の家
　13日（火）と27日（火）10時～11時30分、ゆうゆうセンター
でんわ健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　 毎日9時～正午と13時～17時（℡   893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡   893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日9時～正午と13時～16時30分、ゆうゆう
センター　事前に連絡してください。
※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）

消費者相談（消費生活専門相談員）
　 毎日9時30分～正午と13時～16時、市役所本館2階
（℡  891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月曜日13時～16時と水曜・金曜日10時～
正午と13時～16時、市役所本館2階（℡   892・0121）

※問い合わせ　商工観光課（℡  892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　 毎週水曜日14時～16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡  893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第3木曜日13時～16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡  892・0121）

女性相談（女性相談員）
　8日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター2階、定員
　3人（予約制）、予約は電話で人権政策室（℡   892・0121）
人権相談（人権擁護委員）
　15日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター 2階
人権相談（人権相談員）
　 毎日10時～正午と13時～16時、市役所本館２階
※問い合わせ　人権政策室（℡   892・0121）

教育相談（教育相談員）
　 毎日10時～16時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡   892・8203）
進路選択支援相談（進路選択支援相談員）
　毎週木曜日正午～18時、青年の家学務課
※問い合わせ　学務課（℡  810・0522）
こども相談（家庭児童相談員）
　 毎日10時～17時30分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）
子育て支援センター「いちばんぼし　くらぶ」（保育士）
　 来所＝毎週火・水・木曜日13時～16時、電話＝毎日9時～
17時、子育て支援センター（星田3－10－8　星田保育園内）
※問い合わせ　子育て支援センター（℡  891・1793）

資源ごみ　月 1回
　ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分
　までに各ステーションへ出してください。
空缶・空ビン・
ナベ・乾電池など 　 収 集 地 区 　

新聞紙・雑誌・
段ボールなど

3月   7 日
（第1水曜日）

私部・私部南・私部西・青山・
向井田・私市・私市山手

3 月 14 日
（第 2水曜）

3 月  14 日
（第 2水曜）

星田・星田北・星田西・南星台・
妙見坂・妙見東・星田山手

3 月 21 日
（第 3水曜）

3 月  21 日
（第 3水曜）

幾野・倉治・東倉治・神宮寺・寺・
寺南野・森北・森南・傍示

3 月 28 日
（第 4水曜）

3 月  28 日
（第 4水曜）

郡津・梅が枝・天野が原町・
藤が尾・松塚

3 月  7 日
（第1水曜日）

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）週 2回
　ごみは決められた日の午前 8時 45 分までに各
　普通ごみステーションへ出してください。

曜日 　 収 集 地 区 　

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森北・森南（私
市の一部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向
井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・
私部西・駅前住宅（私部長砂町を含む）

火
・
金

私部・私部南・南星台・星田山手・星田・妙見坂・
星田北・星田西・藤が尾・私市・私市山手・妙
見東

可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗
大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。受付期間は各収集日の 1ヶ月前～ 1週間前です。（詳しくは「家庭
ごみの出し方マニュアル」をご参照ください。）

法　

律
・
行　

政

子
育
て
・
教　

育

人　

権

暮　

ら　

し

健　

康
・
福　

祉

３月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日を除きます。

育児相談（主任保育士・園長）
　毎週火・水・木曜日13時～15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡   891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡   892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡   892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡   892・8433）
　いずれも13時～15時
※問い合わせ　各幼児園

3月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業所（℡  892・2471）

粗大ごみ予約受付センター（℡   891・5
ご

3
み

7
な

4
し

　午前 9時～午後4時）
※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。
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みんなのページ

時～と、午前 11 時～、青年の
家 3階。対象は 10 か月～ 4歳
児。入会金無料。月会費 2,200
円。無料体験あり。指導はピア
ニスト・音楽療法士の KAZU
さん。［申］直接会場［問］ぴよぴ
よクラブの橋本さん（℡   893・
6563）

交野市卓球連盟
　毎週日曜日午
後 1 時 ～ 5 時
と毎週水曜日午
前 9時 30 分～
午後 1時（日時
変更あり）、いきいきランド交
野。対象は市内在住の人。入会
金 1,000 円。年会費一般 1 万
2,000 円、高校生 6,000 円、小
学 4 年生～中学生 5,000 円。
［申・問］4 月 11 日（水）まで
に北風さん（℡   893・3088）

ウェルネス土曜塾（体験学習）
　4月～ 9 月（8 月を除く）の
毎月第 2・4 土曜日午前 9 時
30 分～正午、市内公共施設・
サプリ村野ほか。昔の遊び、切
り絵、バードウオッチ、異文化
体験など。対象は小学校 3～ 6
年生。定員20人。会費5,000円
（半年分）。［申・問］加堂さん（℡  
857・8116）

大日本武徳会・交野七星会道場
　①毎週水曜日午後 6時 30分
～ 9時、青年の家②毎週土曜日
午後 4時～ 6時、武道館。古武
道無双直傳英信流居合術。年会
費 2,000 円。月会費 3,500 円。
指導は教士 7段の岩上好博さ
ん。［申・問］岩上さん（℡   891・
9640）か、事務局（℻   892・60 
78）

交野フットボールクラブ
〈①日曜の部〉午前 8時～ 10
時。〈②日曜・平日の部〉日曜日
午前 8時～ 10 時と平日午後 6
時～8時。ところは第二中学校・
旭小学校。対象は小学生。入会

金 2,000 円。月会費① 1,500
円② 3,000 円。3月 18日（日）
午前 10時に私部公園管理棟で
説明会。［申・問］根岸さん（℡  
891・8451）

ドレミふぁ！らんど
　5月から①毎月第 2・4火曜
日午前 10 時 30 分～ 11 時 20
分。ゆうゆうセンターまたは青
年の家②毎月第 2・4火曜日午
後 1時～ 1時 50 分、星田西体
育施設。遊びを通して音楽を楽
しむ。対象は 2歳半～。定員各
クラス10人。月会費2,000円。
［申・問］角田さん（℡   893・
9189）か、小澤さん（℡   894・
0667）

交野大正琴の会
　①毎月第 1・3 火曜日午前
10 時 30 分～ 11 時 30 分、武
道館。②毎月第 2・4 水曜日午
前 11時～正午、交野会館。新入
会員募集。入会金無料。月会費
3,000 円。［申・問］小澤さん（℡  
894・0667）

交野着物着付同好会A
　毎週土曜日午前 10 時～正
午、武道館 2階。対象は市内在
住在勤の女性。月会費 2,500
円。持ち物は筆記用具、サラシ
5㍍、はさみ、ものさし、針、糸
30 番。指導は浪速きつけ研究
会。［申・問］直接会場か、岡田
さん（℡   891・8953）

にこ二胡クラブ
　3月 6日（火）から全 5回（予
定）、午後 1時 30 分～ 3時 30
分、青年の家 3階。初めての人
を対象に、二胡基本奏法や簡
単な曲などを楽しく練習しま
す。会費 5,000 円。楽器レンタ
ル 2,000 円。［問］鈴木さん（℡  
891・2153）

都市近郊の森を育てる会
　源氏の滝上の「げんじの丘」
に拠点を置き、間伐や竹炭づく

り、植林や子どもたちへの環境
教育などを行っています。入会
金無料。年会費 2,000 円。家族
会費 3,000 円。［申・問］山本さ
ん（℡   893・1716）

ふるさと講座 19年度会員
　4月～ 20 年 3月の原則毎月
第 3火曜日。行き先は交野と関
連のある地域（日帰り）。定員先
着 50 人。年会費 4,000 円。講
師は平田さん、高尾さん、寺田
さん。［申］3 月 27日（火）午前
9時から星田市民センター（先
着順に整理券を配布）［問］大門
さん（℡   892・5355）

絵手紙・山基流イメージレター
　月 2回、ゆうゆうセンター。
3月は 6日（火）午後 1時～ 4
時 30分と 17日（土）午前 9時
～正午。5月から第 2土曜日午
後 1時～、3種類の絵手紙、第
3土曜日午前 9時～、2種類の
絵手紙。会費 500 円。指導はな
んでもくらぶ地球環境を考える
会の山本もと子さん。［申・問］
山本さん（℡   813・0062）

ホストファミリー募集
　海外から交野
を訪問する人の
ためのホストフ
ァミリー登録制
度を新設。登録
者は「簡単英会

話 6か月コース」を受講するこ
とができます。ぜひ登録をお願
いします。［申・問］交野市国際
交流協会（℡   894・1113　℻  
894・1119）

英会話教室受講生
　今まで交野市姉妹都市協会が
運営していた英会話教室を、交
野市国際交流協会が引き継ぎま
した。4月から基礎・入門・初
級・中級・上級・英語クラブの
コース新学期を開始します。［申・
問］交野市国際交流協会（℡  
894・1113）
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将棋交野支部
　毎月第 1 ～ 4 日曜日午後 3
時～、藤が尾ふれあい館。楽し
い将棋仲間を募集します。楽
しく指して、メキメキ上達。ま
ずは、ご連絡ください。入会金
1,000 円。月会費 800 円。［申・
問］西原さん（℡   892・6375）

男声コーラス「アンサンブル彦星」
　毎週火曜日午後 7時～ 9時、
青年の家 3 階音楽室。合唱祭
への参加や演奏会出演あり。対
象は高校生以上の男性。入会金
2,000 円。月会費 3,000 円。指
導は戸田葉子さん。［申・問］直
接会場か、前川さん（℡  ・℻  
892・7984）

筆ペン同好会
　毎月第 1・3 火曜日午前 10
時～正午、ゆうゆうセンター。
筆ペン、ボールペン、小筆を使
って楽しく文字の練習。入会金
無料。月会費 2,000 円。教材費
月額 525円。講師は木村杲海さ
ん。［申・問］木村さん（℡   893・
2582　午後 6時以降）

手作りパンとお菓子教室
　毎月第 2・4日曜日午後 1時
～ 4 時、ゆうゆうセンター調
理室。入会金無料。会費は 1回
1,000 円と材料代。指導は調理
師の六反田さん。［申・問］六反
田さん（℡   852・2203）

子供、手作りパンとお菓子教室
　4月～ 9月の
毎月第 1日曜日
午前 9時～と午
後 1 時～、ゆう
ゆうセンター調
理室。対象は小
学 2 年生以上。
入会金無料。会費 1,200 円（全
6回分、材料費含む）。［申・問］
六反田さん（℡   852・2203）

大人の楽典入門講座（6か月）
　4月から毎月第 1・3火曜日
午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分、
青年の家（予定）。楽しく楽譜を
読み演奏。対象は少し楽譜の読
める成人（音大生、音大卒、上級
者不可）。定員先着 10 人。月会
費 2,500 円。［申・問］三村さん
（℡   090・7366・5187　番号
通知で）

ボランティア募集・玉手箱
　①子どもたちに手づくり玩具
の製作指導と交流②いきいきサ
ロン・老人会・介護施設への慰
問③ディスコン・スカイクロス
などニュースポーツの指導な
ど。まずはご連絡ください。［問］
河野さん（℡   893・0805）

カラオケサークル美樹
　①月 2回火曜日、青年の家②
月 2回水曜日、星田会館③月 3
回土曜日、東幾野ふれあい館。
時間はいずれも午後 1時 30分
～。一緒に新曲を覚えませんか。
体験見学無料。入会金 1,000
円。月 会 費 ① ② 2,500 円 ③
3,500 円。［申・問］荒井さん（℡  
891・9757　℡   090・9706・
1008）

エミック英会話クラブ
　毎週水曜日午後 3 時～と、
毎週土曜日午前 9 時 15 分～
と午後 1時 30 分～、星田出張
所 2階対策室。楽しく日常会話
を学ぶ。対象は小学生。学年ご
とに時間差あり。定員は各クラ
ス若干名。入会金無料。月会費
3,000円。［申・問］上本さん（℡  ・
℻   893・9060）

交野学生書道会
　毎月第 1・2・3 水曜日午
後 1時～ 4時 30 分、青年の家
202 号室。ひらがな・漢字の練
習。対象は 5歳～小学 6年生。
定員 10 人。入会金 1,000 円。
月会費 1,800 円。講師は日本教

育書道連盟師範の生田松雪さ
ん。［申・問］直接会場か、生田
さん（℡   891・0138）

交野市書道同好会
　毎月第 2・4 火曜日①午前
10時～正午②午後 2時～ 4時
か、毎月第 2・4水曜日①午後
1時～ 3時②午後 6時～ 8時、
青年の家 203号室。漢字・かな・
実用書。毛筆またはペン。対象・
定員は初心者 15 人。入会金
2,000 円。月会費 2,800 円。講
師は書家の生田碧雲さん。［申・
問］生田さん（℡   891・0138）

シニア英語サークル
　毎月第 1 ～ 3 水曜日午前 9
時～ 10 時 30 分、ゆうゆうセ
ンター。ゲームなどで楽しく
和気あいあい。元気なシニアを
募集。月会費 2,000 円。［申・
問］岩本さん（℡   090・6974・
4178）

社交ダンス　すずらん会
　3月 10日（土）
から毎週土曜日
午 前 9 時 30 分
～ 11 時、青年の
家 3階。入門・初
級クラス始めま

す。夫婦・兄弟・友達などペア
でどうぞ。対象は小学生以上。
入会金 2,000 円。月会費 4,000
円。［申］直接会場［問］山本さん
（℡   891・6403）か、中さん（℡  
090・5468・6938）

やさしい話し方教室
　毎月第 4土曜日午後 1時 45
分～ 3時 45 分、ゆうゆうセン
ター 2階。やさしい話し方講座
と 3分間スピーチの練習。入会
金 1,000 円。年会費 2,000 円。
月会費 1,000 円。見学者は無
料。［申］直接会場［問］大谷さん
（℡   893・3424）

楽しい！親子リトミック
　毎月第 1・3 火曜日午前 10
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北神戸の山（大岩山）
　3 月 11 日（日）午前 6 時
30分、交野市駅改札口前集合。
道場駅（JR福知山線）－大岩
山－丸山－波豆川橋。成人向
き約 8㌔。定員 20人。参加費
300 円。交通費 1,500 円。初
心山の会会員も募集。［申・問］
岩本さん（℡   892・0167）

吉野山回遊
　4 月 14 日（土）午前 8 時、
河内磐船駅集合（雨天中止）。
京田辺－新田辺－橿原神宮－
吉野－蔵王堂－水分神社－後
醍醐天皇陵。一般向き約 9㌔。
参加費 200 円。交通費 3,000
円。［問］鶴園さん（℡   891・
6002）

前 9時 30 分～午後 5時、青年
の家 1 階ロビー。市内および
近隣市の絵画同好者の展覧会。
油彩、水彩、パステル画など約
60 点展示。［問］福山さん（℡  
892・1653）

書や画の裏打ち講習会
　4 月 4 日（水）午後 1 時 30
分～ 3時、青年の家 201 号室。
裏打ちをする書や画は各自持
参（原則、半紙大 2枚）。参加費
1,000 円（材料代含む）。主催は
表装同好会。指導は同会会員の
小林さんと操谷さん。［申・問］
小林さん（℡   891・2319）

交野市民ソフトテニス大会
　4 月 8 日（日）午前 8 時 30
分（開場）～午後 4時、私部公
園テニスコート。雨天の場合は
30 日に延期。男女別ダブルス。
対象は中学生以上。参加費 1組
1,000 円、中学生 600 円。［申・
問］3 月 29日（木）に青年の家
（℡   892・7721）か、魚住さん
（℻  892・6146）

第 24回交野オープン卓球大会
　4月 15日（日）午前 9時～午
後 5時、いきいきランド交野。
年齢別混合W、一般の部、壮年
の部（合計 100 歳以上）、ゴー
ルドの部（合計 120 歳以上）。
予選と決勝トーナメント。参加
費 1 チーム 2,000 円。主催は
交野市卓球連盟。［申・問］3 月
30日（金）までに山下さん（℡  ・
℻   892・0389）

第 37回交野市市民テニス大会
　4月 15 日（日）、私部公園テ
ニスコート。雨天の場合は 22
日に延期。混合午前 8時～、壮
年男子（45 歳以上）午前 9 時
30分～、一般女子（複）午前 11
時～、一般男子（複）午後1時～。
対象は市内在住・在勤・在学の
人。参加費 1,500 円。［申］4 月
6日（金）までに青年の家［問］
小林さん（℡   891・3929）

症と音楽療法」。参加費 2,000
円。主催は NPO法人おおさか
音楽療法桜［申］直接会場［問］
戎屋さん（℡  ・℻  859・5537）

AG展（天野が原グループ展）
　3月28日（水）
～ 4月 1日（日）
午前 9 時 30 分
～ 午 後 5 時（4
月 1 日は午後 3
時 30 分まで）、

青年の家 1階ロビー。天野が原
町在住作家・同好家の合同展を
行います。絵、書、陶芸、版画、
木工、染色、華、押し花など。［問］
街さん（℡   891・3200）

親子で遊ぼう（0歳～年長対象）
　3 月 30 日（金）午前 10 時
～正午、青年の家 304 号室。パ
ネルシアター、紙芝居、リズム
遊び、絵本読み聞かせなど、親
子で一緒に遊びましょう。参加
費 1 組 100 円。［申・問］交野
おやこ劇場つくしんぼ（℡  ・℻  
893・4960　月・水・金曜日
午前 10時～午後 2時）

三谷渓水社中展
　3月31日（土）・4月1日（日）
午前 10 時～午後 5時、交野市
駅東口すぐのビル 2階（私部 3
－ 17 － 7）。書、生け花、キル
トの作品展示。入場無料。主催
は三谷渓水書院。［問］三谷さん
（℡   891・1463）

ピアノ発表会
　4月 1 日（日）午後 2時～ 4
時 30 分、ゆうゆうセンター多
目的ホール（予定）。小学生～社
会人までのピアノ発表会。曲目
は「乙女の祈り」「月の光」「幻想
ポロネーズ」ほか。入場無料。多
数ご来聴ください。［問］三村さ
ん（℡   090・7366・5187　番
号通知で）

第 16回　遊 YOU展
　4月 3日（火）～ 8日（日）午

善意銀行
　社会福祉協議会の善意銀行
に、預託していただきました。

▽  倉治の交野中央商店会から 4
万 4,615 円

▽  妙見東の坂上カシコさんから
100 万円（うち、20 万円を
きんもくせいへ、30 万円を
虹の家に渡しました）

▽  全国ジャンボクラブから1万円

▽松塚の岡本功さんから3万円

「声の広報」「点訳広報」
をお届けします

　市は、目の不自由な人のため
に、「広報かたの」をカセットテー
プにした「声の広報」と、点字に
翻訳した「点訳広報」を作成して
います。
　希望する人は、お申し込みくだ
さい。
費　用　無料
［申 ・問］広聴広報課（℡   892・
0121）
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人口と火災・救急
1 月末の市の人口（前月比）

　　人　口　79,387 人　（－ 269）
　　　男　　38,770 人　（－ 249）
　　　女　　40,617 人　（－   20）
　　世帯数　29,833      （－ 262）

1 月の火災と救急
火災   1 件 　　救急　255件

　　　　※ 毎月 1日の正午、点検のため消防
　サイレンを鳴らします。

んか平田さん（℡   893・9573）

科学じっけん＆おもちゃづくり
　3月18日（日）・4月8日（日）
午前 10 時～正午、ホーム明星
「明徳館」（星田 8－ 6－ 7）。対
象は大人と小学生のペア。教材
費 1人 300 円。主催は（社福）
豊年福祉会。［申・問］明星事務
所（℡   891・2029）

第 8回チャリティバザー
　3 月 21 日（祝）午前 10 時
30 分～午後 4時、いきいきラ
ンド交野。収益金は国内外の
福祉向上に役立てます。チャリ
ティコンサート（要電話、入場
料 1,000 円、午 後 1 時 30 分
～）もあります。定員約 300人。
［申・問］大河内さん（℡   893・
9293）

フリーマーケット
　3月 24日（土）午前 10時～
午後 2時、松塚公園。衣類・小
物などを販売。出店者も募集し
ています。参加費 500 円。［問］
上野さん（℡   894・4822）

キララ社交ダンスパーティ
　3月 25日（日）午後 1時～ 4
時、ゆうゆうセンター多目的ホ
ール。参加費 800 円。主催はダ
ンスサークル・キララ。［問］真
下さん（℡   891・4559）

第 8回音楽療法講座
　3月 25 日（日）午後 1時 30
分～ 3時、ゆうゆうセンター体
験学習室。テーマは「統合失調

4500　月・水・金曜日午後 1
時～ 5時）

レンジクッキングお菓子講習会
　3月 15日（木）午前 10時～
午後 1時 30 分、ゆうゆうセン
ター調理実習室。チョコレート
ケーキなど簡単にできるコツを
学びます。定員 12 人。参加費
800円（試食付き）。持ち物はエ
プロン、ふきん。［申・問］木谷
さん（℡  ・℻   893・4030）

交野洋画同好会－弥生展
　3月 15（木）～ 22日（木）午
前9時30分～午後4時30分、
青年の家 1階ロビー。油絵を中
心に水彩画・パステル画など
約 40 点を展示。主催は洋画同
好会。［問］矢野さん（℡   891・
6924）

第 3バザー
　3月 17日（土）午前 10時～
午後 4時、作業所クローバー。
日用品、衣類、食器類など商品
がいっぱいです。掘り出しもの
を見つけてください。値段も格
安で大好評です。ぜひお越しく
ださい。［問］上野さん（℡   894・
4822）

現代の心のストレス講演会
　3月 18 日（日）午後 1時 30
分～、ゆうゆうセンター 4階多
目的ホール。石田クリニック院
長の石田徹さんによる身近なお
話です。入場無料。主催は交野
心の病と共に生きる市民の会。
［問］ミルキーウェイの大坪さ

はなきんくらぶ
　3月 2日（金）・30日（金）午
後 1時 30分（開場）～ 4時、ホ
ーム明星（星田 8－ 6－ 7）。カ
ラオケ・囲碁・将棋など。対象
は市内在住で 60 歳以上の人。
参加費無料（喫茶は有料）。主催
は（社福）豊年福祉会。［問］浜崎
さん（℡   894・1798）

水彩画「如月展」
　3月 7 日（水）～ 14 日（水）
午前 9時 30 分～午後 4時 30
分、青年の家 1階ロビー。会員
の作品 40 数点を展示。［問］松
尾さん（℡   892・3449）

里山保全活動に参加しよう
　3月 11日（日）・
18日（日）午前 10
時、源氏の滝上の
「げんじの丘」集合。
交野で拾って育て
たドングリ苗を山
に植林します。竹炭焼きや間伐
体験など。持ち物は弁当、水筒。
［申・問］山本さん（℡   893・
1716）

3 月度公開例会～親学習講座～
　3月 14 日（水）午後 7時～、
いきいきランド交野。参加型学
習。対象は小学校低学年の子ど
もを持つ親。定員 30 人（予約
制）。参加費無料。［申］e メール
（info@katano-jc.com）［問］㈳交
野青年会議所事務局（℡   892・

中田市長の話を聞く谷さんと三橋さん
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城
しろうち

内  結
ゆ い

衣です
平成17年 9月21日生

「優しく、健やかに、たくましく育ってね」　

（星田）

谷
たにがわ

川  穂
ほ の か

乃歌です
平成17年10月25日生

「早いもので、もう1歳」　

（私部南）

コ
ジ
ュ
ケ
イ

　

春
に
な
る
と
、「
チ
ョ
ト
コ
ー
イ
、
チ
ョ
ト

コ
ー
イ
」
と
大
き
な
声
で
山
の
ほ
う
か
ら
聞

こ
え
て
来
る
声
の
主
で
す
。薮
の
中
に
い
る

こ
と
が
多
く
、「
ち
ょ
っ
と
来
い
」
と
呼
ば
れ

た
の
で
と
、
行
っ
て
も
ま
ず
姿
は
見
せ
て
く

れ
ま
せ
ん
。あ
ま
り
飛
ば
な
い
で
、
小
走
り

で
逃
げ
る
後
姿
を
チ
ラ
ッ
と
見
せ
て
く
れ
る

ぐ
ら
い
で
す
。

　

大
き
さ
は
ハ
ト
よ
り
も
小
さ
く
、
少
し

太
っ
て
見
え
ま
す
。中
国
か
ら
大
正
時
代
に

狩
猟
鳥
と
し
て
移
入
さ
れ
野
生
化
し
た
そ
う

で
す
が
、
交
野
で
は
少
し
ず
つ
減
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

ヒ
レ
ン
ジ
ャ
ク

　

ム
ク
ド
リ
よ
り
も
や
や
小
さ
く
、
目
を
横

切
る
黒
い
線
、
頭
の
上
で
逆
毛
立
つ
冠
羽
を

も
ち
、
な
か
な
か
精
か
ん
な
顔
立
ち
を
し
て

い
ま
す
。交
野
に
は
数
年
に
一
度
冬
鳥
と
し

て
渡
っ
て
き
ま
す
が
、
来
る
と
き
は
緋ひ

れ
ん
じ
ゃ
く

連
雀

と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
群
を
な
し
て
渡
っ
て

来
ま
す
。

　

木
の
実
を
好
み
、
食
べ
た
後
、
電
線
に
連

な
っ
て
留
ま
り
、
粘
り
気
の
あ
る
ふ
ん
を
一

斉
に
落
と
し
た
り
、
イ
チ
ゴ
畑
を
集
団
で
荒

ら
し
た
り
し
て
、
嫌
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。尾
の
先
が
黄
色
で
そ
っ
く
り
な
キ
レ
ン

ジ
ャ
ク
も
、た
ま
に
見
ら
れ
ま
す
。


